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会費納入のお願い
同窓会は、会員皆様が納入される会費によっ
て運営されています。会費納入に対するご協
力をお願い致します。
◎年会費　2,000 円
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叙
勲

機
械
系
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
江
村
超
名
誉

教
授
が
令
和
3
年
11
月
3
日
付
け
で
瑞
宝
中
綬

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

江
村
超
先
生
は
、
昭
和
39
年
3
月
に
東
北
大

学
工
学
部
精
密
工
学
科
を
卒
業
後
、
昭
和
41
年

3
月
に
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
精
密
工

学
専
攻
修
士
課
程
を
修
了
、
昭
和
44
年
3
月
に

同
博
士
課
程
を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
44
年

4
月
に
横
浜
国
立
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
講

師
に
採
用
さ
れ
、
昭
和
46
年
4
月
に
東
北
大
学

工
学
部
精
密
工
学
科
講
師
、
昭
和
49
年
4
月
に

東
北
大
学
工
学
部
精
密
工
学
科
助
教
授
を
経

て
、
昭
和
60
年
4
月
に
東
北
大
学
工
学
部
精
密

工
学
科
教
授
（
精
密
機
械
学
講
座
担
当
）
に
昇

任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
改
組
に
よ
り
平
成

3
年
4
月
に
工
学
部
機
械
電
子
工
学
科
の
メ
カ

ト
ロ
ニ
ク
ス
講
座
を
、
大
学
院
重
点
化
に
よ
り

大
学
院
機
械
電
子
工
学
専
攻
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

講
座
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
設
計
学
分
野
を
担
当

し
、
平
成
15
年
4
月
に
大
学
院
工
学
研
究
科
バ

イ
オ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
講
座

の
知
能
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
を
担
当
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
平
成
15
年
4
月
に
は
東
北
大
学
附

属
図
書
館
工
学
分
館
長
を
併
任
さ
れ
、
平
成
17

年
3
月
に
定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
工
学
の
教

育
・
研
究
に
努
め
、
平
成
17
年
4
月
に
東
北
大

学
名
誉
教
授
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

江
村
先
生
は
こ
の
間
、
一
貫
し
て
熱
機
関
用

液
体
燃
料
噴
射
弁
の
研
究
、
脚
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
、
歯
車
工
作
機
械
の
高
精
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

の
開
発
、
自
動
操
縦
自
動
車
の
開
発
、
ド
ラ
イ

バ
ー
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
開
発
等
、
流
体
工

学
か
ら
は
じ
ま
り
、
機
械
工
学
と
電
子
工
学
の

境
界
領
域
に
お
よ
ぶ
広
範
囲
に
わ
た
る
専
門
分

野
の
開
発
研
究
に
邁
進
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昭

和
50
年
頃
に
日
本
で
生
ま
れ
た M

echatronics 

と
い
う
和
製
英
語
を
、
西
欧
に
普
及
さ
せ
る
の

に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
間
を
通
じ
て

教
育
と
指
導
に
よ
り
、
多
く
の
技
術
者
と
研
究

者
の
養
成
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。

江
村
先
生
は
、
動
的
に
平
衡
を
と
っ
て
転
倒

す
る
こ
と
な
く
安
定
に
歩
行
す
る
2
脚
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
を
行
う
た
め
、
初
め
に
倒
立
振
子
の

制
御
に
取
り
組
み
、
安
定
に
制
御
す
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
次
に
倒
立
振
子
の
制
御
モ
デ

ル
を
発
展
さ
せ
た
2
脚
ロ
ボ
ッ
ト
の
試
作
を
行

い
、
昭
和
47
年
に
動
的
に
安
定
を
保
つ
世
界
初

の
動
歩
行
2
脚
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に
成
功
し
ま

し
た
。

一
方
で
、
歯
車
加
工
機
の
N
C
化
の
研
究
開

発
に
も
精
力
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
昭
和
50

年
頃
主
流
で
あ
っ
た
純
機
械
式
の
歯
車
加
工
機

の
N
C
化
に
取
り
組
み
、
非
円
形
歯
車
が
加

工
可
能
な
高
速
N
C
歯
車
加
工
機
を
開
発
し
、

非
円
形
歯
車
の
量
産
化
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
機
械
式
ホ
ブ
盤
の
加
工
精
度
を
超
え
る

高
精
度
N
C
ホ
ブ
盤
を
昭
和
58
年
に
開
発
し
、

一
部
の
国
内
歯
車
加
工
機
メ
ー
カ
の
対
米
輸
出

額
を
大
幅
に
伸
ば
す
の
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
開
発
し
た
ダ
イ
レ
ク
ト
ド
ラ
イ

ブ
式
高
速
回
転
サ
ー
ボ
機
構
と
ネ
ジ
状
多
条
砥

石
を
用
い
て
加
工
時
間
を
飛
躍
的
に
短
縮
、
当

時
（
平
成
6
年
）
世
界
最
高
速
の
N
C
歯
車
研

削
盤
の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
特
筆

す
べ
き
業
績
で
す
。

そ
の
他
に
も
2
相
型
P
L
L
サ
ー
ボ
シ
ス
テ

ム
や
ダ
イ
レ
ク
ト
ド
ラ
イ
ブ
式
高
速
回
転
高
剛

性
サ
ー
ボ
機
構
、
自
動
操
縦
自
動
車
お
よ
び
運

転
者
援
助
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
も
精
力
的
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
以
上
の
優
れ
た
研
究
業
績
に

対
し
て
、
工
作
機
械
技
術
振
興
財
団
の
工
作
機

械
技
術
振
興
賞
（
論
文
賞
、
平
成
2
年
）
や
日

本
機
械
学
会
の
日
本
機
械
学
会
賞
（
論
文
賞
、

平
成
12
年
）
な
ど
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
瑞
宝
中
綬
章
受
章
は
、
江
村
先
生
の

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
に
お
け
る
極
め
て
独
創

的
で
、
国
際
レ
ベ
ル
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ま
す
。
本
会
員
の
皆
様
に
お
知

ら
せ
し
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

江
村
超
名
誉
教
授
、
瑞
宝
中
綬
章
ご
受
章
に
寄
せ
て

機
械
機
能
創
成
専
攻

　
教
授

　
厨
川

　
常
元
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機
械
系
同
窓
会
幹
事

山
本

　
　
悟

（
機
械
工
学
科
59
年
卒
）

令
和
2
年
度
よ
り
副
代
表
幹
事
を
担
当
し
て

い
る
山
本
（
機
械
工
学
科
59
年
卒
）
か
ら
、
機

械
系
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。
平
成
7
年
度
に
、
箱
守
京
次
郎
先
生
、

小
林
陵
二
先
生
、
大
宮
司
久
明
先
生
が
世
話
人

と
な
り
、
2
1
2
名
の
発
起
人
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
機
械
系
同
窓
会
も
今
年
度
で
26
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
大
宮
司
研
で
助
教
授
を
拝
命
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
初
年
度
か
ら
平
成
10
年

度
ま
で
在
仙
委
員
、
平
成
11

－

13
年
度
は
幹
事

と
し
て
、
同
窓
会
立
ち
上
げ
時
期
の
7
年
間
、

運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。
幹
事
は
二
度
目
の
担

当
に
な
り
ま
す
。
機
械
系
の
学
部
と
大
学
院
が

そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
3
年
と
平
成
6
年
に
改
組
さ

れ
た
の
に
伴
い
、
機
械
系
同
窓
会
も
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。

本
記
事
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
既
発
行
の

同
窓
会
誌
や
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を
見
直
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
忘
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
同
窓
会

ニ
ュ
ー
ス
創
刊
号
に
「
機
械
系
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
研
究
室
の
紹
介
」
と
い
う
自
分
の
記
事
を
見

つ
け
ま
し
た
。
こ
の
7
年
間
に
は
、
学
内
幹
事

の
他
に
東
京
地
区
の
幹
事
と
し
て
、
大
池
弘
一

さ
ん
（
T
精
密
工
学
科

20.9
年
卒
）、
斎
藤
馨
さ

ん
（
精
密
工
学
科
28
年
卒
）、渡
辺
裕
さ
ん
（
機

械
工
学
科
47
年
卒
）
ら
も
運
営
に
携
わ
り
、
手

間
の
か
か
る
同
窓
会
誌
の
編
集
や
会
員
の
情
報

収
集
な
ど
を
快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
は
大
先
輩
で
す
が
、
対
等
に

接
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
今
で
も
強
く
記
憶

東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
の

近
況
に
つ
い
て

に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
26
年
で
機
械
系
、
そ

し
て
機
械
系
同
窓
会
も
大
き
く
変
遷
し
て
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
に
東
北
大
学
は
独
立
法
人
化
し

ま
し
た
。
平
成
19
年
度
に
は
教
員
組
織
が
新
制

度
に
移
行
し
て
、
職
名
が
、
教
授
・
准
教
授
・

助
教
へ
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年
に
は
東

日
本
大
震
災
が
あ
り
機
械
系
も
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
も
負
け
ず
、
大
学
院

重
点
化
、
国
際
化
、
多
様
化
と
全
国
的
な
流
れ

に
従
っ
て
、
機
械
系
大
学
院
に
は
他
大
学
な
ど

か
ら
も
学
生
が
多
数
入
学
し
、
世
界
各
国
か
ら

留
学
生
が
入
学
し
、
そ
し
て
他
大
学
出
身
の
教

員
も
増
え
ま
し
た
。
研
究
業
績
の
優
れ
た
他
大

学
等
の
研
究
者
が
多
数
着
任
し
た
こ
と
で
、
機

械
系
の
研
究
レ
ベ
ル
は
国
際
的
に
も
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
東
北
大
学
は
グ

ロ
ー
バ
ル
な
評
価
基
準
に
基
づ
い
た
国
際
的
な

評
価
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た
め
様
々
な
施
策

を
立
て
て
お
り
、
機
械
系
教
員
も
そ
れ
に
従
っ

て
研
究
業
績
を
上
げ
る
べ
く
日
々
努
力
し
て
い

ま
す
。

東
北
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
必
須
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
機
械
系
同
窓
生
で
あ
る
私
も
当
然

そ
れ
を
是
と
し
て
研
究
・
教
育
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
陰
で
機

械
系
が
培
っ
て
き
た
貴
重
な
文
化
は
徐
々
に
失

わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
機
械
工
学
科
の
バ
レ
ー

コ
ー
ト
が
な
く
な
り
、
精
密
工
学
科
の
グ
ラ
ン

ド
が
な
く
な
り
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
1
面
だ
け

に
な
り
、
工
明
会
大
運
動
会
も
廃
止
の
有
無
が

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。「
歴
史
を
忘
れ
た
民
族

は
滅
ぶ
」
と
歴
史
学
者
が
言
っ
て
い
ま
す
が
、

出
身
研
究
室
の
伝
統
が
途
絶
え
、
そ
の
よ
う
な

歴
史
を
伝
承
す
る
教
員
も
途
絶
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
学
生
歌
「
青
葉
も
ゆ
る
こ
の
み
ち
の

く
」
を
歌
う
機
会
も
な
く
な
り
、
た
ぶ
ん
学
生

東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て

は
歌
詞
を
知
り
ま
せ
ん
。
研
究
室
単
位
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
文
化
は
あ
る
は
ず
で
す
が
、
最
近
の

卒
業
生
は
、
は
た
し
て
機
械
系
文
化
の
何
を
学

ん
だ
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
超
一
流
の

研
究
を
実
践
し
た
卒
業
生
は
、
間
違
い
な
く
社

会
で
活
躍
す
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
一
方
で

母
校
そ
し
て
機
械
系
に
愛
着
を
持
て
る
の
か
、

同
窓
会
に
関
心
を
持
て
る
の
か
と
い
う
疑
問
が

残
り
ま
す
。

学
部
・
大
学
院
の
改
組
に
伴
い
、
学
科
（
現

在
は
コ
ー
ス
）
や
専
攻
が
再
編
さ
れ
、
以
前
の

三
学
科
の
よ
う
な
垣
根
は
事
実
上
な
く
な
り
ま

し
た
。
同
じ
建
物
の
同
じ
階
に
異
な
る
専
攻
の

研
究
室
が
近
接
し
て
お
り
、
隣
の
研
究
室
に
い

る
学
生
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
環
境
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
か
、
最
近
の
学
生
は
す
れ
違
っ

て
も
会
釈
が
う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
。
我
々
世
代

以
前
の
機
械
系
同
窓
生
で
し
た
ら
ば
、
た
と
え

ば
工
明
会
大
運
動
会
は
、
い
つ
ま
で
も
記
憶
に

残
っ
て
い
る
代
表
的
な
文
化
の
一
つ
で
す
。
そ

れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
先
輩
や
先
生
が
、
運
動

会
の
翌
日
に
は
み
ん
な
知
り
合
い
に
な
れ
る
よ

う
な
機
会
は
そ
う
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
同
窓
会
は
ま
さ
に
、
そ
の
よ
う
な
文
化

を
慈
し
む
た
め
に
提
供
さ
れ
る
広
場
で
し
た
。

平
成
26
年
に
は
機
械
系
同
窓
会
に
学
生
会
員
の

資
格
も
新
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
近
の
学
生
・

卒
業
生
は
会
話
の
手
段
が
我
々
の
世
代
と
は
決

定
的
に
異
な
り
、
L
I
N
E
な
ど
の
S
N
S
が

中
心
で
す
。
同
窓
会
に
頼
ら
な
く
て
も
、
手
元

で
簡
単
に
交
流
で
き
ま
す
。
機
械
系
の
文
化
を

知
ら
ず
卒
業
す
る
学
生
に
対
し
て
、
機
械
系
同

窓
会
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
有
効
な
方
法
は

見
い
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
で
、
平
成
25
年
に
始
ま
っ
た
機
械

系
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
現
役
学
生

と
企
業
同
窓
生
を
結
び
つ
け
る
貴
重
な
イ
ベ
ン
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東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て

ト
で
す
。
今
年
度
も
3
月
上
旬
の
日
程
で
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
ま
す
。
学
生
は
興
味
あ
る
企

業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ブ
ー
ス
に
行
っ
て
面
談
し
ま

す
。
同
窓
会
費
の
納
入
率
が
恒
常
的
に
低
調
で

あ
る
中
で
、
企
業
か
ら
の
参
加
費
は
機
械
系
同

窓
会
の
運
営
費
を
補
う
上
で
、
不
可
欠
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
新
た
な
試
み
と
し
て
、

学
外
幹
事
の
田
沼
唯
士
さ
ん
（
機
械
工
学
科
53

年
卒
）、榊
純
一
さ
ん
（
機
械
工
学
科
53
年
卒
）、

鈴
木
寛
さ
ん
（
精
密
工
学
科
62
年
卒
）
ら
が
中

心
と
な
っ
て
、
平
成
30
年
度
・
令
和
元
年
度
に

東
京
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

あ
い
に
くC

ovid-19

の
影
響
で
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
が
気
楽
に
集
っ

て
会
話
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
を
企
画
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
的
に
開
催
経
費
や
旅
費

の
節
約
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。
現
在
機
械
系

同
窓
会
で
は
、W

ebex

の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
所

有
し
て
お
り
、
同
期
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
た
い
同
窓
生
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
オ
ン
ラ
イ
ン
主
体
の
機
械
系
同
窓

会
で
す
が
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
の
会
話
は
や

は
り
対
面
で
な
け
れ
ば
味
気
な
い
も
の
で
す
。

現
状
が
回
復
し
た
際
に
は
、
対
面
（
も
し
く
は

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
）
の
企
画
を
再
開
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

令
和
3
年
度
の
機
械
系
（
青
葉
山
）
教
員
の

構
成
は
、
教
授
の
43
%
、
准
教
授
の
35
%
が

東
北
大
学
機
械
系
学
部
・
大
学
院
同
窓
生
で
あ

り
、
出
身
大
学
の
多
様
化
が
進
み
ま
し
た
。
設

立
当
時
の
同
窓
会
幹
事
は
す
べ
て
機
械
系
同
窓

生
で
し
た
が
、
現
在
は
限
ら
れ
た
同
窓
生
教
員

に
加
え
て
、
他
大
学
出
身
の
准
教
授
に
も
機
械

系
の
職
務
と
し
て
幹
事
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
同
窓
会
の
意

義
や
役
割
を
再
考
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
機
械
系
と
機
械
系
同
窓
会
の

連
携
を
高
め
る
た
め
昨
年
度
か
ら
始
め
た
試
み

と
し
て
、機
械
系
同
窓
生
に
東
北
大
学
基
金「
機

械
科
学
技
術
国
際
共
同
大
学
院
」
へ
の
寄
付
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
的
な
大
学

評
価
基
準
で
あ
る
Q
S
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
け
る

「Em
ployer Survey

」
へ
の
評
価
も
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
個
々
の
機
械
系
同

窓
生
が
機
械
系
の
発
展
に
直
接
寄
与
で
き
る
、

い
わ
ゆ
る
慈
善
事
業
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
窓
会
ニ
ュ
ー

ス
26
号
、
同
窓
会
誌
25
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
に
進
ん
で
協
力
し
た
い
と
卒
業
生
が
思

え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
機
械
系

に
愛
着
が
持
て
る
よ
う
な
文
化
を
醸
成
す
る
努

力
も
必
要
で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
機
械
系

と
機
械
系
同
窓
会
がW
in-w

in

の
関
係
に
な

る
よ
う
、
学
内
外
問
わ
ず
機
械
系
同
窓
会
の
会

員
が
同
窓
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
共
に
考
え

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

機
械
系
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て
ご
報
告
い

た
し
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
最
後
に
、
同
窓
会

費
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://alum

ni.
m

ech.tohoku.ac.jp/

）
か
ら
で
も
簡
単
に
お

支
払
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
会
費
納
入
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

学
生
実
行
委
員
長

船
迫

　
昌
平

（
機
知
航
令
2
年
卒
）

東
北
大
学
機
械
系
同
窓
会
で
は
、
社
会
で
活

躍
す
る
機
械
系
の
先
輩
と
現
役
学
生
と
の
交
流

の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
機
械

系
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
の
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
3
月
8
日
、
9
日
の
2
日
間
に
渡
っ
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
東

北
大
学
の
校
内
に
て
直
接
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
今
回
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
初
め
て
の

試
み
で
あ
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
」
へ
と
踏
み

切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
例
年
と
大
き
く
勝

手
が
異
な
り
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的

に
は
東
北
大
学
機
械
系
の
卒
業
生
が
所
属
す
る

1
0
9
団
体
と
大
勢
の
現
役
学
生
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
存
分
に
交
流
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
本
イ
ベ
ン

ト
を
学
生
実
行
委
員
と
し
て
運
営
し
、
取
り
組

ん
だ
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
私
た
ち
学
生
は
学
業
や
研
究
活
動
に
専

念
し
て
い
る
た
め
、
普
段
社
会
人
の
方
々
と
話

す
機
会
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
今
年
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
就
職
活
動
に
関
す

る
対
面
イ
ベ
ン
ト
は
軒
並
み
中
止
と
な
り
、
社

会
人
の
方
と
接
す
る
機
会
は
激
減
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
は
、

既
に
社
会
人
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々

の
話
を
直
接
聞
け
る
と
い
う
の
は
、
自
ら
の
進

機
械
系
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
2
0
2
1
開
催

機
械
系
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
1
開
催
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機
械
系
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
1
開
催

機
械
系
同
窓
会
主
催
2
0
2
1

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
開
催

路
や
働
き
方
を
決
め
る
上
で
非
常
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
交
流
で
き
る
の
が

東
北
大
学
の
卒
業
生
の
方
々
で
あ
る
た
め
本
音

で
率
直
に
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の

も
、
学
生
に
と
っ
て
は
心
強
い
限
り
で
す
。

今
回
の
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日
は

全
団
体
の
特
徴
や
説
明
を
短
時
間
の
う
ち
に
聞

く
こ
と
が
で
き
る
「
参
加
団
体
紹
介
セ
ッ
シ
ョ

ン
」
と
、
実
際
に
各
団
体
の
代
表
者
の
方
々
と

直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
団

体
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

狙
っ
た
「
双
方
向
交
流
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
2
つ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
運
営
に
つ
い
て
は
、
初
め
て
と
な

る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
た
め
に
例
年
の
知
見
が

通
用
せ
ず
、
手
探
り
で
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
た
め
大
変
な
場
面
も
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。
学
生
実
行
委
員
は
各
団
体
と
の
連
絡
を
は

じ
め
に
、
イ
ベ
ン
ト
準
備
に
関
す
る
多
く
の
意

思
決
定
を
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
実
行
委
員
長

で
あ
る
私
と
し
て
は
、「
誰
が
」「
い
つ
ま
で
に
」

「
何
を
」と
い
う
明
確
な
指
示
を
伝
え
る
こ
と
で
、

進
捗
状
況
を
皆
で
共
有
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通

り
に
作
業
が
終
わ
る
よ
う
注
力
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
の
見
通
し
が

甘
く
、
予
定
通
り
に
終
わ
ら
な
い
な
ど
反
省
点

は
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
実
行
委

員
の
皆
様
の
多
大
な
助
力
を
頂
き
、
無
事
に
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
機
械
系
オ
ー
プ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
1
の
開
催
に
あ
た
り

学
生
実
行
委
員
に
ご
指
導
下
さ
り
ま
し
た
実
行

委
員
の
先
生
方
、
及
び
機
械
系
同
窓
会
幹
事
の

皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
機
械
系

オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
さ
ら
な
る
発
展

と
機
械
系
同
窓
会
の
益
々
の
盛
栄
を
願
っ
て
、

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

機
械
系
同
窓
会
幹
事

田
沼

　
唯
士

（
機
械
工
学
科
53
年
卒
）

2
0
2
1
年
（
令
和
3
年
）
11
月
13
日
土
曜

日
（
14:

00
～
16:

15
）
に
機
械
系
同
窓
会
主

催
の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
2 

0 

1 

8
年
、
2 

0 

1 

9
年
と
連
続
で
機

械
系
同
窓
会
の
秋
季
行
事
と
し
て
東
京
講
演
会

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
2
0
2
0
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
に
切
り
替
え
、
株
式
会
社

日
立
製
作
所 

研
究
開
発
グ
ル
ー
プ 

技
師
長 

佐
々
木
直
哉
氏
（
機
械
工
学
科
昭
和
55
年
卒
、

機
械
系
同
窓
会
法
人
理
事
、
2
0
1
8
年
度
日

本
機
械
学
会
会
長
）
に
よ
る
、「
こ
れ
か
ら
の

モ
ノ
づ
く
り
に
お
け
る
課
題
と
期
待
」
と
題
し

た
基
調
講
演
と
分
科
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
佐
々
木
様

の
基
調
講
演
へ
の
好
評
の
感
想
を
頂
き
ま
し

た
。
同
時
に
、
分
科
会
で
も
っ
と
話
し
た
か
っ

た
と
の
感
想
を
頂
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
2

年
目
と
な
る
今
年
度
は
分
科
会
を
中
心
と
し
た

内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。
事
前
の
参
加
申
込
は

51
名
で
当
日
は
若
干
減
り
ま
し
た
が
以
下
に
紹

介
す
る
通
り
、
大
変
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
。
参
加
申
込
者
の
年
代
の
幅
は
今
回

も
非
常
に
広
く
、卒
年
比
較
で
71
年（
1
9
5
0

年
、
昭
和
25
年
卒
か
ら
2
0
2
1
年
、
令
和

3
年
卒
ま
で
）
も
あ
り
、
更
に
、
新
卒
年
代
、

中
堅
年
代
そ
し
て
ベ
テ
ラ
ン
年
代
と
各
年
代
か

ら
ま
ん
べ
ん
な
く
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
移

動
に
伴
う
負
担
が
無
い
オ
ン
ラ
イ
ン
の
良
さ
が

生
か
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。
分
科
会
後
に
は
、
同
窓
会
代
表
幹
事
の
祖

山
均
教
授
か
ら
東
北
大
学
機
械
系
の
近
況
が
報

告
さ
れ
、
大
学
を
離
れ
た
大
半
の
会
員
に
と
っ

て
、
母
校
の
近
況
を
知
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

事
前
の
進
行
の
説
明
と
参
加
者
の
割
り
振
り

に
30
分
、
分
科
会
の
正
味
の
議
論
が
90
分
で
し

た
が
、
各
分
科
会
と
も
議
論
が
盛
り
上
が
っ
た

様
子
で
、
今
回
も
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
、
も
っ
と
時
間
が
欲
し
か
っ
た
、
な
ど
の

感
想
を
複
数
の
参
加
者
か
ら
頂
き
ま
し
た
。

当
初
、8
分
科
会
で
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、

当
日
の
参
加
者
が
申
込
人
数
よ
り
減
少
し
た
た

め
、
7
分
科
会
で
実
施
し
ま
し
た
。
各
分
科
会

の
テ
ー
マ
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
（
敬
称
略
）、

及
び
簡
単
な
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
分
科
会
終

了
後
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
の
皆
様
か
ら
分
科
会

の
報
告
を
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
全
体
で
は
か

な
り
長
く
な
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に

ま
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

①  

東
北
大
学
機
械
系
学
生
に
実
技
は
必
要

か 

？　

D
X
の
時
代
に
中
途
半
端
な
実

験
や
実
習
は
本
当
に
有
効
か
？
（
祖
山　
　

均　

東
北
大
学
）

機
械
加
工
な
ど
の
実
習
は
、
安
全
に
実
施
す

る
た
め
に
教
え
る
側
も
学
生
側
も
大
き
な
負
担

と
な
る
反
面
で
、
学
生
の
就
職
先
で
の
業
務
が

多
様
化
し
て
い
ま
す
。
機
械
系
卒
業
生
に
今
の

社
会
は
実
技
教
育
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
必
要

と
し
て
い
る
か
を
問
い
か
け
る
テ
ー
マ
で
し

た
。
結
論
は
「
機
械
工
学
と
は
な
ん
ぞ
や
」
を

学
生
に
実
感
さ
せ
る
た
め
に
は
、
工
作
実
習
や

実
験
は
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ベ
テ

ラ
ン
技
術
者
か
ら
の
現
場
で
の
気
付
き
や
「
実

験
で
発
見
す
る
喜
び
」
の
経
験
談
が
あ
り
、
大

学
と
社
会
と
の
距
離
を
縮
め
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

② 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
発
電
事
業
は

機
械
系
同
窓
会
主
催
2
0
2
1
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
開
催
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機
械
系
同
窓
会
主
催
2
0
2
1
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
開
催

ど
う
変
わ
る
か
（
武
田
浩
佳　

東
北
発
電

工
業
）

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
た
発
電
設
備
に
係
る
課
題
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
伴
い
、
太
陽
光
発
電
の

急
激
な
減
少
時
に
そ
れ
を
補
填
す
る
火
力
電
源

等
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
大
型
燃
料
電

池
・
マ
イ
ク
ロ
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
に
よ
る
電
源
分

散
、
高
温
ガ
ス
炉
お
よ
び
地
熱
発
電
等
の
展
望

に
つ
い
て
各
参
加
者
よ
り
ご
意
見
を
頂
き
ま
し

た
。③  「

将
来
の
持
続
可
能
な
燃
料
は
、
水
素
？

ア
ン
モ
ニ
ア
？
」燃
料
電
池
、内
燃
機
関
、

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
、
ボ
イ
ラ
な
ど
な
ど
、

家
庭
、
モ
ビ
リ
テ
イ
、
発
電
、
製
鉄
な

ど
の
将
来
を
支
え
る
燃
料
と
は
（
石
塚

達
郎　

日
立
製
作
所
）

世
界
市
場
に
展
開
す
る
発
電
シ
ス
テ
ム
事
業

に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
の

分
科
会
で
、
参
加
者
の
関
心
が
高
く
、
人
数
の

制
約
か
ら
他
の
分
科
会
に
ま
わ
っ
て
頂
い
た
方

も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
注
目
さ
れ
て
い
る

水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
の
発
電
へ
の
利
用
だ
け
で

な
く
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
つ
い
て
幅
広

い
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

④  

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

メ
ー
カ
ー
の
取
り
組
み　

超
臨
界
地
熱
発

電
な
ど
の
取
り
組
み
と
将
来
展
望
（
沖
田

信
雄　

東
芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
）

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
電
力
関

連
業
界
の
取
り
組
み
例
と
し
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
C
C
S
（
二
酸
化
炭
素
回
収
・

貯
留
）、V
P
P
（
仮
想
発
電
所
）
の
導
入
事
例
、

日
本
で
な
ぜ
地
熱
発
電
が
進
ま
な
い
か
、
さ
ら

な
る
安
定
電
源
と
し
て
の
超
臨
界
地
熱
発
電

（
火
山
地
帯
の
地
下
5

km
ほ
ど
の
マ
グ
マ
に
近

い
領
域
に
存
在
す
る
5
0
0
℃
前
後
の
超
臨

界
水
分
の
熱
を
利
用
す
る
地
熱
発
電
）
の
開
発

に
つ
い
て
紹
介
し
た
後
、
今
後
何
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

従
来
の
大
容
量
の
発
電
設
備
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地
消
電
源

と
し
て
、
そ
の
不
安
定
な
供
給
を
補
う
蓄
熱
、

蓄
電
設
備
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
送
電
ロ
ス

を
な
く
し
、
安
定
な
需
給
を
確
保
す
る
し
く
み

作
り
も
必
要
と
の
、
具
体
的
な
提
言
も
あ
り
ま

し
た
。

⑤  
航
空
機
・
自
動
車
の
電
動
化
に
機
械
工

学
は
役
に
立
っ
て
い
る
か 

?　
（
榊　
　

純
一　

秋
田
大
学
）

E
V
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
産
業
機
械
が

電
動
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、「
製
品

を
取
り
纏
め
る
」「
機
械
を
創
る
」
と
い
う
観

点
か
ら
見
る
と
、
機
械
工
学
の
大
切
さ
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
電
気
はSub System

で

あ
り
、Integration 

の
重
要
さ
を
考
え
る
と

機
械
工
学
は
こ
れ
か
ら
も
も
の
つ
く
り
の
主
流

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
就
職
に
関

し
て
は
、
例
え
ば
自
動
車
産
業
に
お
い
て
は
、

「
電
気
・
電
子
系
」
の
学
生
を
優
先
し
て
採
用

し
た
が
る
傾
向
が
見
え
て
き
た
の
が
少
し
心
配

で
す
。

⑥   

機
械
系
は
医
療
と
介
護
の
現
場
に
ど
の

よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
（
野
澤
淳
一　

小
倉
ク
ラ
ッ
チ
）

皆
様
の
ご
経
歴
・
近
況
等
の
自
己
紹
介
や
、

医
療
機
器
や
リ
ハ
ビ
リ
・
介
護
機
器
等
の
情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
例
と
し
て
、
人
間

ド
ッ
ク
用
の
検
査
機
器
、
量
子
ビ
ー
ム
技
術
を

用
い
た
新
し
い
生
体
機
能
制
御
、
人
工
心
臓
や

カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
等
の
情
報
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
駅
構
内
の
消
毒
作
業
ロ
ボ
ッ
ト

の
開
発
事
例
、
介
護
用
移
乗
機
器
の
事
例
、
人

を
介
護
す
る
た
め
に
ア
シ
ス
ト
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
の
話
題
と
と
も
に
、
医
療
関
係
の
国
内
外

文
献
の
翻
訳
等
々
、
皆
様
よ
り
多
彩
な
話
題
を

紹
介
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
分
野
で
も
機
械
系
で

学
ん
だ
機
械
力
学
、 

材
料
力
学
、 

流
体
力
学
、 

熱
力
学
や
材
料
・
計
測
法
等
が
生
か
さ
れ
て
お

り
、
最
先
端
の
技
術
や
研
究
開
発
を
支
え
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
医
師
を
始
め
と
し
た
医
療

関
係
の
方
々
が
関
心
を
持
つ
評
価
指
標
と
、
工

学
系
技
術
者
や
研
究
者
の
そ
れ
と
は
、
違
い
が

あ
る
場
合
が
あ
り
、
技
術
に
対
す
る
価
値
観
に

も
差
が
あ
る
こ
と
も
感
じ
て
い
る
と
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。

⑦  

C
A
D
・
C
A
E
・
C
F
D
・
F
E
M

は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
設
計
に
役

立
っ
て
い
る
か
？　

こ
れ
か
ら
の
設
計

に
必
要
な
基
盤
技
術
は
何
か	

（
田
沼
唯
士　

帝
京
大
学
）

企
業
に
お
い
て
は
C
A
D
に
よ
る
3
次
元
設

計
、
C
F
D
流
体
解
析
、
F
E
M
構
造
解
析
等

に
よ
る
最
適
設
計
が
普
及
し
て
い
る
が
、
世
界

市
場
で
寡
占
化
さ
れ
た
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
を
製
造
企
業
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
設
計
が
高
度
化

し
て
い
る
実
感
を
持
て
な
い
と
の
問
題
提
起
が

あ
り
、
企
業
と
大
学
に
お
け
る
最
新
の
設
計
手

法
の
活
用
と
教
育
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。
大
学
の
教
員
は
、
企
業
に
お
け
る
設
計

の
現
場
の
情
報
を
得
る
機
会
が
な
く
、
教
育
に

反
映
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
課
題
が
明
ら

か
に
な
り
、
機
械
系
同
窓
会
は
企
業
と
大
学
の

情
報
交
換
や
意
見
交
換
の
場
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

分
科
会
全
体
と
し
て
、
機
械
系
を
取
り
巻
く

最
新
の
課
題
に
関
し
て
、
シ
ニ
ア
と
若
手
、
大



7

機
械
系
同
窓
会
主
催
2
0
2
1
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
開
催

オ
ン
ラ
イ
ン
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

学
と
企
業
の
間
の
意
見
交
換
、
情
報
交
換
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。今
回
の
企
画
の
段
階
で
は
、

若
手
企
業
人
と
現
役
学
生
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

中
心
と
し
た
い
と
の
ね
ら
い
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
残
念
な
が
ら
十
分
に

実
現
で
き
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
今
後
、
企
画

の
段
階
か
ら
若
手
に
参
加
し
て
頂
き
、
若
手
中

心
の
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
希
望
し
て
い
ま

す
。
幸
い
、
再
度
の
開
催
を
期
待
す
る
声
が
多

く
、
2
0
2
2
年
度
も
是
非
実
施
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
際
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
て

対
面
で
実
施
で
き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

振
り
も
伝
わ
る
画
面
レ
イ
ア
ウ
ト
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。
7
月
28
日
・
29
日
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
を
行
い
、
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

S
N
S
を
通
じ
て
広
報
を
行
っ
た
結
果
、
昨
年

よ
り
も
さ
ら
に
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま

し
た
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
期
間
の

終
了
後
も
、
海
外
の
留
学
志
願
者
に
向
け
た

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
特
設
サ
イ
ト
の
英
語
化

対
応
や
、
機
械
知
能
・
航
空
工
学
科
に
各
研
究

室
の
紹
介
動
画
や
ポ
ス
タ
ー
を
一
覧
で
ご
覧
い

た
だ
け
る
新
し
い
特
設
サ
イ
ト
「
機
械
知
能
・

航
空
工
学
科Lab V

iew
er

」
を
開
設
す
る
な

ど
、
ウ
ェ
ブ
を
通
じ
て
通
年
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
を
、
継
続
し
て
行

な
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
し
た
企
画
は

左
記
の
通
り
で
す
。

【
機
械
系
オ
ー
プ
ン
講
義
】（
各
コ
ー
ス
1
名
、

事
前
収
録
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
）

「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
サ
ー
ボ
」橋

本
　
浩
一

　
教
授

 「
プ
ラ
ズ
マ
流
体
工
学
へ
の
道
―
流
れ
を
知

り
、
渦
を
知
る
。
そ
し
て
、
も
の
を
つ
く
る

1
万
度
の
世
界
へ
―
」 

茂
田

　
正
哉

　
教
授

「
体
の
中
の
流
体
力
学
」石

川
　
拓
司

　
教
授

 「
フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
の
世
界　

ミ
ク
ロ

歪
制
御
に
よ
る
マ
ク
ロ
的
強
度
向
上
―
泡
で

金
属
を
叩
い
て
強
く
す
る
―
」 

祖
山

　
　
均

　
教
授

 「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
「
な
が
れ
」
を
科

学
す
る
―
次
世
代
の
予
測
科
学
と
航
空
機
開

発
―
」

河
合

　
宗
司

　
教
授

最
後
に
、
オ
ー
プ
ン
講
義
の
事
前
撮
影
や
特

設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
制
作
に
あ
た
り
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
教
職
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
本
年
に
制
作
し
た
オ
ー
プ
ン
講
義
動
画

は
、
現
在
も
機
械
系
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
特

設
サ
イ
ト
『
キ
カ
イ
系
ス
ク
エ
ア
』
に
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
昨
年
の
オ
ー
プ
ン
講
義
や
研

究
室
紹
介
動
画
な
ど
も
含
め
て
、
現
在
67
本
の

動
画
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
是
非
Q
R
コ
ー
ド

や
U
R
L
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

機
械
系
広
報
推
進
室

　
室
長

　
教
授

中
田

　
俊
彦

機
械
系
広
報
推
進
室

　
技
術
職
員

安
斎
あ
い
り

今
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
に
加
え
て
、
対
面
式
の
イ
ベ
ン
ト
も

並
行
し
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
7
月
28
日
・
29
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た
対

面
式
イ
ベ
ン
ト
の
日
程
が
延
期
さ
れ
て
、
そ
の

後
中
止
と
な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
み

開
催
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

機
械
系
で
は
、
開
催
形
式
の
直
前
の
変
更
に

も
備
え
て
、
対
面
式
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
予

定
だ
っ
た
オ
ー
プ
ン
講
義
を
事
前
撮
影
し
て
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
に
も
臨
機
応
変
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
講
義
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
で

は
、地
元
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
会
社
に
委
託
し
、

授
業
教
材
が
見
や
す
く
、
講
演
者
の
表
情
や
身

オ
ン
ラ
イ
ン
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
開
催

キカイ系スクエア（機械系オープン講義動画）
https://www.mech.tohoku.ac.jp/kikaikei_square/

機械知能・航空工学科 Lab Viewer
https://www.mech.tohoku.ac.jp/labviewer/
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教
授
着
任
挨
拶

機
械
機
能
創
成
専
攻

　
教
授

茂
田

　
正
哉

令
和
3
年
4
月
1
日
付
で
機
械
機
能
創
成
専

攻
の
教
授
に
着
任
し
ま
し
た
茂
田
正
哉
と
申
し

ま
す
。
私
は
、
平
成
7
年
4
月
に
東
北
大
学
工

学
部
に
入
学
し
、
平
成
11
年
3
月
に
同
機
械
知

能
工
学
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。
同
年
4
月
か
ら

平
成
13
年
3
月
ま
で
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
機
械
知
能
工
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
2
年

の
課
程
に
在
籍
し
修
了
、
同
博
士
課
程
後
期
3

年
の
課
程
に
進
学
し
、
平
成
16
年
3
月
に
博
士

号
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
学
術
振

興
会
特
別
研
究
員
（
P
D
）
と
し
て
東
京
工
業

大
学
お
よ
び
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）
を

経
て
、
平
成
18
年
4
月
に
東
北
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
機
械
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
専
攻

の
助
手
に
着
任
し
、
翌
年
よ
り
助
教
と
し
て
研

究
・
教
育
に
従
事
い
た
し
ま
し
た
。
助
教
在
職

中
に
は
、
平
成
22
年
2
月
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学

（
イ
タ
リ
ア
）
にV

isiting Professor

と
し

て
招
聘
さ
れ
学
生
指
導
に
、
ま
た
平
成
24
年
10

月
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校

（
ア
メ
リ
カ
）
に
てV

isiting Scholar

と
し

て
研
究
に
携
わ
っ
た
経
験
も
ご
ざ
い
ま
す
。
平

成
25
年
8
月
か
ら
令
和
3
年
3
月
ま
で
は
大
阪

大
学
接
合
科
学
研
究
所
に
准
教
授
と
し
て
在
籍

し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
で
の

G
o

rd
o

n
 R

e
se

a
rch

 C
o

n
fe

re
n

ce

（
1
9
3
1
年
か
ら
続
く
世
界
最
高
水
準
の
ク

ロ
ー
ズ
ド
・
オ
フ
レ
コ
ー
ド
の
国
際
会
議
）
に

て
招
待
講
演
者
を
務
め
た
こ
と
、
E
U
（
欧
州

連
合
）
国
家
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トH

O
RIZO

N
 

2
0
2
0
の
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
を

兼
務
し
た
こ
と
等
、
や
や
稀
有
な
国
際
経
験
も

有
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
プ
ラ
ズ
マ
を
流
体
と
し
て
工
学

す
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
常
に
„
も
の
づ
く

り
“
や
„
環
境
改
善
・
安
全
化
“
と
い
っ
た

社
会
益
を
意
識
し
な
が
ら
、
流
体
の
科
学
を
楽

し
ん
で
参
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
機
能
性

ナ
ノ
粒
子
の
大
量
創
製
、
ア
ー
ク
溶
接
な
ど
の

電
磁
熱
流
体
的
な
材
料
加
工
、
有
害
な
難
分
解

性
物
質
の
無
害
化
処
理
な
ど
、
1
万
度
を
超
え

る
プ
ラ
ズ
マ
を
利
用
し
た
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
流
体

プ
ロ
セ
ス
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

プ
ラ
ズ
マ
流
体
工
学
は
、
流
体
力
学
・
熱
力
学
・

伝
熱
学
・
電
磁
気
学
・
プ
ラ
ズ
マ
物
理
学
・
化

学
工
学
、
核
生
成
理
論
・
凝
縮
理
論
・
ブ
ラ
ウ

ン
凝
集
を
内
包
す
る
エ
ア
ロ
ゾ
ル
動
力
学
な
ど

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
分
野
横
断
型
工
学

の
典
型
で
す
。
そ
こ
に
は
、
純
粋
に
学
問
知
識

を
得
る
楽
し
み
に
加
え
、
新
た
に
数
理
モ
デ
ル

や
計
算
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
可
視
化
計
測
技
術
な

ど
を
考
案
し
、不
可
視
の
現
象
を
「
視
る
・
観
る
・

診
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
解
明
し
な
が
ら
、
新
た

な
学
問
領
域
を
開
拓
す
る
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
機
械
系
に
て
再
び
研
究
・
教
育
に
従
事

で
き
る
こ
と
を
と
て
も
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
私
自
身
の
学
び
の
故
郷
で
あ
る
機
械
系

へ
の
恩
返
し
の
心
と
共
に
、
学
術
の
深
化
・
発

展
と
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
よ
っ
て
、

広
く
そ
し
て
深
く
社
会
貢
献
に
臨
む
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
と
ご
鞭
撻

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻

　（
国
際
放
射
光
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
マ
ー
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
）　
教
授

矢
代

　
　
航

2
0
2
1
年
4
月
よ
り
フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク

ス
専
攻
協
力
講
座
の
教
授
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
矢
代
航
と
申
し
ま
す
。
出
身
は
埼
玉
県
浦
和

市
（
現
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
）
で
、
2
0
0
0

年
に
東
京
大
学
工
学
系
研
究
科
（
物
理
工
学
専

攻
）
で
博
士
（
工
学
）
の
学
位
を
取
得
し
、
産

業
技
術
総
合
研
究
所
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究

部
門
、
物
質
・
材
料
研
究
機
構
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア

ル
研
究
所
な
ど
を
経
て
、
2
0
0
4
年
よ
り
東

京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
、

2
0
1
2
年
に
東
北
大
学
多
元
物
質
科
学
研
究

所
の
准
教
授
に
着
任
し
て
、
以
来
、
仙
台
在
住

は
9
年
半
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
様
々
な
良

き
出
会
い
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

専
門
は
X
線
光
学
（
実
験
・
理
論
）
で
、
学

位
論
文
の
テ
ー
マ
は
、
単
結
晶
の
多
波
回
折
現

象
を
利
用
し
た
新
し
い
X
線
表
面
・
界
面
構
造

解
析
法
の
開
発
で
し
た
。
最
近
で
は
、

A
E
M
D
先
端
計
測
分
析
技
術
・
機
器
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
、
J
S
T
C
R
E
S
T
な
ど
の

研
究
代
表
者
と
し
て
、「
4
D
計
測
法
の
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
の
開
拓
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
高
ア

ス
ペ
ク
ト
比
微
細
加
工
技
術
や
圧
縮
セ
ン
シ
ン

グ
な
ど
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
駆
使
し
て
、

教
授
着
任
挨
拶

教
授
着
任
挨
拶
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教
授
着
任
挨
拶

非
可
逆
・
非
平
衡
系
の
未
知
の
4
D
領
域
の
開

拓
（
ミ
リ
秒
時
間
分
解
能
X
線
C
T
の
開
発
）

や
、
ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
内
部
の
弾
性
率
の

4
D
可
視
化
な
ど
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
非
可

逆
・
非
平
衡
・
多
自
由
度
系
に
は
、
人
類
が
未

だ
に
知
ら
な
い
広
大
な
4
D
世
界
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
分
野
横
断
的
な
キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し

た
学
際
的
な
研
究
展
開
に
よ
っ
て
、
こ
の
未
踏

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

流
体
科
学
研
究
所

　
准
教
授

岡
島
淳
之
介

2
0
2
1
年
4
月
1
日
付
で
、
流
体
科
学
研

究
所
複
雑
流
動
研
究
部
門
先
進
流
体
機
械
シ
ス

テ
ム
研
究
分
野
の
准
教
授
に
昇
進
い
た
し
ま
し

た
岡
島
淳
之
介
で
す
。
私
は
2
0
0
3
年
に

東
北
大
学
工
学
部
機
械
・
知
能
系
に
入
学
し
、

2
0
1
1
年
3
月
に
博
士
号
を
取
得
す
る
ま
で

機
械
系
に
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
2
0
1
1
年
4
月
に
流
体
科
学
研
究
所
の

助
教
に
着
任
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

私
は
熱
流
体
工
学
、
特
に
沸
騰
や
キ
ャ
ビ

テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
相
変
化
を
伴
う
気
液
二

相
流
を
専
門
と
し
て
お
り
、
博
士
課
程
か
ら
一

貫
し
て
冷
却
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
熱
工
学
分
野
に
お
け
る
冷
却
は
古
く
て
新

し
い
問
題
で
す
。
か
つ
て
は
原
子
炉
や
ロ
ケ
ッ

ト
エ
ン
ジ
ン
、
近
年
で
は
C
P
U
、
現
在
は
自

動
車
や
航
空
機
な
ど
の
電
動
化
に
伴
う
パ
ワ
ー

半
導
体
と
い
っ
た
よ
う
に
、
よ
り
小
型
か
つ
高

出
力
（
つ
ま
り
高
発
熱
密
度
）
な
も
の
の
冷
却

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
パ
ワ
ー
半
導

体
の
動
作
温
度
を
少
し
で
も
低
下
で
き
る
と
導

通
損
失
の
低
減
、
つ
ま
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
直
結
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療
分
野
で
も
局
所

的
な
急
速
冷
却
に
よ
る
治
療
や
体
内
埋
込
み
型

デ
バ
イ
ス
の
排
熱
な
ど
へ
の
応
用
の
期
待
が
あ

り
ま
す
。私
は
こ
れ
ら
の
冷
却
の
問
題
に
対
し
、

相
変
化
を
伴
う
気
液
二
相
流
に
よ
り
解
決
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

相
変
化
を
伴
う
気
液
二
相
流
は
、
流
体
が
熱

輸
送
を
伴
い
な
が
ら
蒸
気
と
液
体
を
行
っ
た
り

来
た
り
し
、
ま
た
壁
面
で
は
薄
液
膜
や
固
気
液

三
相
接
触
線
で
の
蒸
発
が
生
じ
る
複
雑
な
現
象

で
す
。
こ
の
複
雑
な
問
題
に
向
き
合
う
上
で
、

二
つ
の
大
き
な
転
機
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は

2
0
1
5
年
に
ド
イ
ツ
の
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト

工
科
大
学
に
1
年
間
滞
在
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、

沸
騰
伝
熱
の
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究

を
行
っ
た
こ
と
で
す
。
複
雑
な
沸
騰
現
象
を
な

る
べ
く
正
確
に
モ
デ
リ
ン
グ
し
単
一
気
泡
の
沸

騰
過
程
を
解
析
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も

う
一
つ
は
沸
騰
と
類
似
の
現
象
で
あ
る
キ
ャ
ビ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
に
着
手
し
た
こ
と
で
す
。

現
在
、
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
手
法
を
流

動
沸
騰
へ
展
開
し
、
非
定
常
流
体
現
象
の
側
面

を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
研
究
し
て
お
り
ま
す
。

思
い
返
す
と
、
助
教
に
着
任
し
た
2
0
1
1

年
4
月
は
東
日
本
大
震
災
直
後
で
し
た
。
そ
し

て
准
教
授
着
任
時
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
最
中
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
な
未
曾
有
の
事
態
に

お
い
て
も
、
学
部
生
・
大
学
院
生
へ
の
研
究
教

育
を
通
じ
て
、
社
会
・
環
境
へ
貢
献
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
皆
様
か
ら
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

准
教
授
着
任
挨
拶

准
教
授
着
任
挨
拶

機
械
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス

　
准
教
授

清
水

　
　
信

2
0
2
1
年
4
月
1
日
付
で
、
機
械
機
能
創

成
専
攻
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学
分
野
の
准
教

授
に
着
任
し
ま
し
た
清
水
信
と
申
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
私
は
2
0
0
4
年
に
機

械
知
能
・
航
空
工
学
科
に
入
学
し
て
以
来
、
一

貫
し
て
機
械
系
に
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
素
晴
ら
し
い
研
究
・
教
育
環
境
を
与
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
政
府
が
2
0
5
0
年
ま
で
の
脱
炭
素

化
を
宣
言
す
る
な
ど
、
社
会
は
化
石
燃
料
等
、

大
量
消
費
社
会
か
ら
グ
リ
ー
ン
成
長
社
会
へ
の

転
換
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
重
要
な

も
の
の
一
つ
と
し
て
熱
の
有
効
利
用
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
産
業
分
野
で
は
総
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
半
分
以
上
が
熱
と
し
て
消
費
さ
れ
、
そ
の
う

ち
未
利
用
排
熱
は
約
3
割
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
効
率
的
な
熱
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

准
教
授
着
任
挨
拶
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お
よ
び
熱
の
有
効
利
用
技
術
の
重
要
性
は
今
後

一
層
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
熱
ふ
く
射
に
注
目
し
た
熱
輸

送
の
高
効
率
化
お
よ
び
熱
の
高
効
率
変
換
に
関

す
る
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ご
存
知
の
よ

う
に
熱
ふ
く
射
は
電
磁
波
の
形
で
空
間
を
伝
搬

し
熱
を
輸
送
し
ま
す
が
、
レ
ー
ザ
ー
光
や
マ
イ

ク
ロ
波
と
異
な
り
、
幅
広
い
波
長
帯
域
の
電
磁

波
が
指
向
性
を
持
た
ず
あ
ら
ゆ
る
方
向
へ
ラ
ン

ダ
ム
に
放
射
さ
れ
る
自
然
放
出
光
で
す
。
し
た

が
っ
て
熱
ふ
く
射
の
波
長
帯
域
や
放
射
方
向
を

制
御
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
熱
輸
送
効
率
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
近
年
課

題
と
な
っ
て
い
る
電
子
デ
バ
イ
ス
の
放
熱
技
術

に
お
い
て
、
熱
放
射
波
長
を
制
御
し
、
発
熱
部

を
覆
う
樹
脂
の
低
吸
収
波
長
帯
域
に
お
い
て
選

択
的
に
熱
放
射
す
る
こ
と
で
高
効
率
な
放
熱
技

術
を
実
現
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

焼
却
炉
に
お
け
る
排
熱
を
用
い
、
太
陽
電
池
の

感
度
波
長
に
お
い
て
選
択
的
に
熱
放
射
す
る
材

料
を
用
い
た
高
効
率
か
つ
出
力
密
度
の
高
い
熱

―
電
力
変
換
シ
ス
テ
ム
（
熱
光
起
電
力
発
電

（
T
P
V
）
シ
ス
テ
ム
）
に
関
す
る
や
、
太
陽

光
を
熱
源
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
蓄
熱
も
可
能

と
す
る
高
効
率
な
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
シ
ス

テ
ム
の
実
現
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
低
温
物
体
か
ら
の
熱
ふ
く
射
を
ア

ン
テ
ナ
で
受
信
し
整
流
す
る
こ
と
で
電
力
変
換

す
る
光
レ
ク
テ
ナ
と
呼
ば
れ
る
技
術
に
よ
り
未

利
用
熱
の
有
効
利
用
お
よ
び
自
立
型
I
o
T
セ

ン
サ
用
電
源
等
へ
の
応
用
を
目
指
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
研
究
を
通
し
、
今
後
の
グ
リ
ー
ン

成
長
社
会
に
貢
献
で
き
る
技
術
や
人
材
を
輩
出

し
て
い
け
る
よ
う
、
一
層
の
努
力
を
続
け
て
参

り
ま
す
。
皆
様
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻

　
准
教
授

松
隈

　
　
啓

2
0
2
1
年
10
月
1
日
付
で
フ
ァ
イ
ン
メ
カ

ニ
ク
ス
専
攻
精
密
ナ
ノ
計
測
学
研
究
室
の
准
教

授
に
着
任
致
し
ま
し
た
。
私
は
2
0
1
3
年
に

京
都
大
学
工
学
研
究
科
に
お
い
て
、
原
子
・
分

子
・
光
物
理
学
の
実
験
分
野
の
研
究
で
博
士（
工

学
）
の
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の
後

2
0
1
7
年
ま
で
、
東
京
大
学
、
大
阪
大
学
で

ポ
ス
ド
ク
研
究
員
と
し
て
、
レ
ー
ザ
ー
や
分
光

学
な
ど
を
軸
と
し
た
光
工
学
に
関
す
る
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
2
0
1
7
年
9

月
に
、
現
在
所
属
す
る
研
究
室
（
精
密
ナ
ノ
計

測
学
研
究
室:

高
研
究
室
）
の
助
教
に
着
任
し

て
以
来
、
光
工
学
を
ベ
ー
ス
に
し
た
精
密
計
測

学
へ
の
展
開
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
ナ
ノ
メ
ー

ト
ル
精
度
を
切
り
始
め
た
、
現
在
の
精
密
工
学

（
精
密
計
測
学
、
も
の
づ
く
り
）
の
最
先
端
領

域
は
、
計
測
・
加
工
と
も
に
光
な
し
で
は
成
り

立
た
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
レ
ー
ザ
ー
は
、
コ
ヒ
ー
レ
ン
ス
、
周
波
数
安

定
性
、
高
強
度
な
ど
自
然
光
に
な
い
特
性
を

持
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
特
性
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
計
測
が
実
現
で
き
ま
す
。
当
研
究
室

で
は
、
光
周
波
数
コ
ム
と
呼
ば
れ
る
光
周
波
数

を
精
密
に
制
御
し
た
レ
ー
ザ
ー
を
用
い
て
精
密

計
測
学
の
新
た
な
潮
流
を
作
り
出
す
べ
く
挑
戦

し
て
い
ま
す
。
本
研
究
室
に
着
任
後
、
新
し
い

精
密
計
測
法
の
創
出
と
原
理
検
証
に
向
け
た
研

究
を
学
ば
せ
て
頂
い
て
お
り
、そ
れ
と
と
も
に
、

別
の
研
究
機
関
で
研
究
し
て
き
た
新
し
い
光
源

の
開
発
と
そ
の
特
性
を
生
か
し
た
計
測
原
理
研

究
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
研
究
活
動
を
通

し
て
研
究
室
に
配
属
さ
れ
た
学
生
を
教
育
す
る

と
と
も
に
、質
・
量
と
も
に
満
た
す
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
を
出
す
べ
く
尽
力
致
し
ま
す
。
学
生
た
ち
が

社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
筋
の
良
い
研
究
が

で
き
る
よ
う
に
自
己
研
鑽
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

准
教
授
に
着
任
し
て
最
も
大
き
く
助
教
時
代

と
異
な
る
の
は
、
実
習
・
実
験
以
外
で
の
授
業

を
持
っ
た
こ
と
で
し
た
。
学
生
時
代
に
は
思
わ

な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
研
究
を
始
め
て
か
ら

学
部
で
取
っ
た
授
業
ノ
ー
ト
や
、
資
料
か
ら
沢

山
の
気
付
き
を
得
て
い
ま
す
。
学
生
に
大
き
な

影
響
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
授
業
と

も
向
き
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
優
秀
な
卒
業

生
を
輩
出
す
る
べ
く
努
力
致
し
ま
す
が
、
色
々

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
・
ご

支
援
を
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

准
教
授
着
任
挨
拶

准
教
授
着
任
挨
拶
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航
空
宇
宙
工
学
専
攻

　
助
教

粟
飯
原
あ
や

2
0
2
1
年
4
月
付
で
工
学
研
究
科
航
空
宇

宙
工
学
専
攻
の
空
力
設
計
学
分
野
の
助
教
に
着

任
い
た
し
ま
し
た
。
研
究
・
教
育
の
両
面
で
大

変
優
れ
て
い
る
環
境
で
あ
る
東
北
大
学
の
職
を

得
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
2
0
1
6
年
3
月
に
東
京
工
業
大
学
の

理
工
学
研
究
科
機
械
宇
宙
シ
ス
テ
ム
専
攻
で
修

士
課
程
を
修
了
い
た
し
ま
し
た
。
同
年
4
月
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
プ
サ
ラ
大
学
の
博
士
課
程

に
入
学
し
、
5
年
間
の
在
籍
の
後
に
学
位
を
取

得
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

修
士
課
程
ま
で
で
風
車
に
関
連
す
る
研
究

テ
ー
マ
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
よ
り
風
力

発
電
が
普
及
し
研
究
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る

欧
州
に
行
く
べ
き
と
考
え
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ
留

学
し
ま
し
た
。
私
は
そ
こ
で
、
風
車
の
パ
ワ
ー

出
力
や
騒
音
レ
ベ
ル
を
予
測
す
る
た
め
の
数
値

流
体
解
析
モ
デ
ル
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た
。
風
車
の
騒
音
の
予
測
に
関
し
て

は
実
用
面
で
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
解
析
モ
デ

ル
は
十
分
に
は
確
立
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
風
車
騒
音
の
実
地
計
測
を
行
い
そ
の
妥
当

性
を
確
認
し
ま
し
た
。
将
来
、
騒
音
を
抑
え
た

風
車
の
設
計
や
設
置
に
お
け
る
環
境
評
価
へ
の

応
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

東
北
大
学
で
は
現
在
、
航
空
機
の
主
翼
の
空

力
特
性
を
流
体
解
析
に
よ
り
予
測
す
る
手
法
に

つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
離
着
陸

時
の
航
空
機
の
最
大
揚
力
は
そ
の
性
能
を
大
き

く
左
右
し
ま
す
が
、
数
値
モ
デ
ル
の
予
測
精
度

の
限
界
に
よ
り
設
計
段
階
で
は
主
に
実
機
試
験

に
よ
り
そ
の
性
能
が
検
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
で
は
大
規
模
計
算
の
発
展
に
よ
り
こ
れ
ま
で

不
可
能
と
さ
れ
て
い
た
領
域
・
条
件
で
の
数
値

解
析
が
可
能
と
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

私
は
、
ス
パ
コ
ン
「
富
岳
」
に
よ
り
翼
の
失
速

付
近
で
の
最
大
揚
力
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
取
得

と
、
さ
ら
に
流
れ
の
特
性
か
ら
航
空
機
の
航
行

条
件
で
生
じ
う
る
失
速
の
物
理
現
象
を
解
明
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
研
究
を
進
め
て
お
り
ま

す
。こ

れ
ま
で
に
流
体
力
学
の
側
面
か
ら
風
車
や

航
空
機
の
性
能
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
が
、
そ
の
予
測
精
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
れ
ば
長
期
的
に
見
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効

率
化
と
結
び
つ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
重
要
な

課
題
で
す
。
今
後
、
そ
う
い
っ
た
研
究
活
動
を

通
じ
て
技
術
発
展
に
貢
献
で
き
た
ら
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
最
善
尽
く
し
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

皆
様
か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻

　
助
教

VERGARA PULGAR Andrea Alejandra

機
械
系
同
窓
会
の
皆
様
へ

令
和
3
年
10
月
1
日
付
で
助
教
と
し
て
着
任

い
た
し
ま
し
た
ベ
ル
ガ
ラ　

ア
ン
ド
レ
ア
と
申

し
ま
す
。
引
き
続
き
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻
の
田

中
（
秀
）
研
究
室
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
世
話

に
な
り
ま
す
。

着
任
の
前
に
そ
の
研
究
室
で
博
士
課
程
の
留

学
生
で
、
去
年
9
月
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

我
々
はM

icro Electrical M
echanical Sys-

tem
s 

（M
EM

S

） 

を
研
究
し
て
お
り
ま
す
。
私

は
ピ
エ
ゾ
抵
抗
セ
ン
サ
ー
を
内
蔵
し
た
薄
膜
圧

電
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
を
開
発
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
薄
膜
圧
電
デ
バ
イ
ス
の
研
究

を
続
け
る
予
定
で
す
が
、
積
極
的
に
研
究
テ
ー

マ
を
広
げ
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
チ
リ
で
生
ま
れ
育
ち
、
チ
リ
大
学
の
機

械
工
学
部
か
ら
卒
業
い
た
し
ま
し
た
。あ
の
頃
、

空
気
圧
ソ
フ
ト
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
を
開
発
し
て
お

り
ま
し
た
。
卒
業
後
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
調
査
ロ

ボ
ッ
ト
開
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
務
め
ま
し
た
。
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ

て
、
本
学
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
喜
ん
で
研
究
活
動
及
び
教
育
活
動

に
て
尽
力
致
し
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

助
教
着
任
挨
拶

助
教
着
任
挨
拶

教
員
着
任
挨
拶
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航
空
宇
宙
工
学
専
攻

　
助
教

小
澤

　
雄
太

2
0
2
1
年
3
月
1
日
付
で
航
空
宇
宙
工
学

専
攻
、
実
験
空
気
力
学
分
野
の
助
教
と
し
て
着

任
い
た
し
ま
し
た
、
小
澤
雄
太
と
申
し
ま
す
。

こ
の
度
は
同
窓
会
誌
に
て
ご
挨
拶
の
機
会
を
頂

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
東
京
理
科
大
学

で
修
士
ま
で
修
了
し
た
の
ち
、
2
0
1
7
年
4

月
よ
り
博
士
後
期
課
程
学
生
と
し
て
東
北
大
学

に
編
入
し
ま
し
た
。
以
来
、
大
学
院
生
、
ポ
ス

ド
ク
と
し
て
機
械
系
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

私
は
学
部
生
時
代
に
東
京
理
科
大
学
の
山
本

誠
先
生
の
研
究
室
に
配
属
さ
れ
て
以
降
現
在
に

至
る
ま
で
、
超
音
速
噴
流
騒
音
と
呼
ば
れ
る
、

ロ
ケ
ッ
ト
や
超
音
速
航
空
機
の
エ
ン
ジ
ン
排
気

流
か
ら
発
生
す
る
騒
音
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

関
す
る
研
究
を
一
貫
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

超
音
速
噴
流
騒
音
は
音
響
加
振
に
よ
る
構
造
物

破
壊
や
、
空
港
周
辺
の
騒
音
問
題
を
引
き
起
こ

す
た
め
、
そ
の
予
測
と
低
減
が
航
空
宇
宙
開
発

の
コ
ス
ト
削
減
・
国
際
競
争
力
向
上
の
観
点
か

ら
重
要
で
す
。
私
は
主
に
実
験
的
手
法
を
用
い

て
、
高
速
か
つ
複
雑
な
流
体
騒
音
生
成
に
関
わ

る
物
理
現
象
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

私
は
東
京
理
科
大
学
に
在
籍
時
、
同
時
に
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
、
宇
宙
科
学
研
究
所

（
I
S
A
S
／
J
A
X
A
）
の
藤
井
孝
蔵
先
生

の
研
究
室
に
も
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
超
音

速
噴
流
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
そ
こ
で
当
時
助
教

を
さ
れ
て
い
た
野
々
村
拓
先
生
に
ご
紹
介
頂
い

た
も
の
で
、
自
身
の
専
門
性
を
方
向
づ
け
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
I
S
A
S

で
は
主
た
る
研
究
テ
ー
マ
と
並
行
し
て
種
々
の

高
速
流
の
数
値
解
析
や
実
験
な
ど
を
経
験
さ
せ

て
頂
き
、
様
々
な
切
り
口
か
ら
空
気
力
学
の
最

先
端
を
学
び
ま
し
た
。
東
北
大
学
に
編
入
し
て

以
降
は
、
浅
井
圭
介
先
生
、
野
々
村
拓
先
生
の

ご
指
導
の
も
と
、
実
験
空
気
力
学
と
デ
ー
タ
駆

動
科
学
を
柱
と
し
て
自
身
の
専
門
性
を
磨
き
、

種
々
の
計
測
技
法
の
高
度
化
と
、
そ
れ
を
利
用

し
て
超
音
速
噴
流
騒
音
の
物
理
現
象
理
解
を
深

め
て
参
り
ま
し
た
。

東
北
大
学
で
は
2
0
2
0
年
3
月
に
博
士
号

を
取
得
し
、
約
1
年
間
ポ
ス
ド
ク
と
し
て
、
学

生
と
連
携
し
つ
つ
様
々
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
る
機
会
を
賜
り
ま
し
た
。
自
身
の
立
場

が
学
生
か
ら
ス
タ
ッ
フ
へ
変
化
し
て
い
く
過
程

で
、
学
生
指
導
の
や
り
が
い
と
責
任
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
自
身
の
研
究
に
邁
進
す

る
と
同
時
に
、
教
育
活
動
の
方
も
精
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

航
空
宇
宙
工
学
専
攻

　
助
教

宇
野
健
太
朗

2
0
2
1
年
10
月
1
日
付
で
航
空
宇
宙
工
学

専
攻
宇
宙
探
査
工
学
分
野
の
助
教
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
、
宇
野
健
太
朗
と
申
し
ま
す
。
自
分

自
身
が
学
び
研
究
を
お
こ
な
っ
て
き
た
本
学
機

械
系
に
て
、
熱
意
溢
れ
る
学
生
と
、
そ
し
て
世

界
を
率
い
る
研
究
者
で
あ
る
皆
さ
ま
と
、
引
き

続
き
同
じ
環
境
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

心
か
ら
の
喜
び
を
感
じ
つ
つ
、
全
力
で
日
々
の

教
育
研
究
活
動
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

私
は
自
分
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
札
幌
の
高

校
を
卒
業
後
、
2
0
1
3
年
4
月
に
本
学
工
学

部
機
械
・
知
能
・
航
空
工
学
科
に
入
学
し
機
械

工
学
を
学
び
ま
し
た
。
本
学
で
は
吉
田
和
哉
教

授
の
ご
指
導
の
も
と
2
0
1
6
年
9
月
に
工

学
部
を
卒
業
し
た
の
ち
、
本
学
大
学
院
工
学
研

究
科
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
に
進
学
し

2
0
2
1
年
9
月
に
博
士
（
工
学
）
の
学
位
を

取
得
し
ま
し
た
。

私
の
研
究
は
月
・
惑
星
表
面
や
、
災
害
・
事

故
現
場
、
活
火
山
火
口
な
ど
、
未
知
で
過
酷
な

環
境
を
探
査
し
な
が
ら
様
々
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

人
間
の
代
わ
り
に
お
こ
な
う
ロ
ボ
ッ
ト
の
移
動

技
術
、
自
律
化
技
術
の
創
出
で
す
。
特
に
、
従

来
の
車
輪
型
や
ク
ロ
ー
ラ
型
の
移
動
ロ
ボ
ッ
ト

に
と
っ
て
未
踏
領
域
で
あ
る
切
り
立
っ
た
崖
や

教
員
着
任
挨
拶

助
教
着
任
挨
拶

助
教
着
任
挨
拶
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洞
窟
内
の
天
井
と
い
っ
た
地
形
表
面
を
縦
横
無

尽
に
移
動
で
き
る
脚
型
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
2
0
2
0
で
は

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
が
一
躍
話
題
と

な
り
ま
し
た
。
競
技
中
の
選
手
は
視
覚
に
よ
る

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
ド
の
配
置
・
形
状
と

い
っ
た
情
報
に
加
え
、
手
足
先
の
触
覚
情
報
に

も
と
づ
い
た
素
早
い
体
さ
ば
き
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
運
動
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
急
峻
な
ア
ル
プ
ス
山
麓
に
は
身
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
崩
す
こ
と
な
く
巧
み
に
登
攀
す
る
ヤ
ギ

が
多
数
生
息
し
て
い
ま
す
。
私
の
研
究
の
究
極

的
な
目
標
は
、
こ
う
し
た
人
間
や
動
物
の
運
動

を
実
現
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
具
現
化
す
る
こ
と

で
す
。
本
研
究
に
よ
っ
て
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
ア

ク
セ
ス
可
能
領
域
を
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
こ
と

で
様
々
な
応
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
自
身
の
研
究
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
後
進
の

技
術
者
・
科
学
者
の
育
成
に
も
一
層
の
努
力
で

貢
献
し
、
ひ
い
て
は
本
学
機
械
系
の
さ
ら
な
る

発
展
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
ひ
た
む
き
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

航
空
宇
宙
工
学
専
攻
（
流
体
科
学
研
究
所
）　
助
教

大
島

　
逸
平

令
和
3
年
4
月
1
日
付
で
、
流
体
科
学
研
究

所
未
到
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
混
相
流
動

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
分
野
に
助
教
と
し
て
着
任
致

し
ま
し
た
大
島
逸
平
と
申
し
ま
す
。
同
窓
会
誌

で
ご
挨
拶
す
る
機
会
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。私

は
神
戸
大
学
海
事
科
学
部
で
学
士
を
、
海

事
科
学
研
究
科
で
修
士
、
博
士
を
取
得
致
し
ま

し
た
。
微
粒
化
を
専
門
と
し
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

の
燃
料
噴
霧
の
機
構
解
明
と
そ
の
モ
デ
ル
化
を

行
い
ま
し
た
。
永
ら
く
着
目
さ
れ
て
き
た
研
究

対
象
で
は
あ
り
ま
す
が
、
如
何
な
る
噴
霧
機
構

か
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
燃
料
噴
射
弁
近
傍
で
の
液
体
挙
動
に
初
ま

り
、
液
体
が
微
粒
化
し
て
液
滴
化
す
る
ま
で
の

過
程
を
順
に
解
き
明
か
し
、
微
粒
化
機
構
に
基

づ
く
噴
霧
特
性
の
予
測
体
系
を
構
築
し
ま
し

た
。
本
研
究
成
果
は
、
昨
今
注
目
さ
れ
て
い
る

代
替
燃
料
に
も
対
応
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
も
研
究
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
学
位
取
得
後
は
海
洋
研
究
開
発
機
構

（
J
A
M
S
T
E
C
）
で
地
熱
タ
ー
ビ
ン
の
研

究
を
行
い
ま
し
た
。
地
熱
タ
ー
ビ
ン
の
蒸
気
は

腐
食
性
が
高
く
、
そ
こ
か
ら
で
き
る
ド
レ
ン
も

腐
食
性
が
高
い
液
体
に
な
り
、
タ
ー
ビ
ン
内
か

フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻

　
助
教

照
月

　
大
悟

2
0
2
1
年
11
月
1
日
付
で
フ
ァ
イ
ン
メ
カ

ニ
ク
ス
専
攻
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
講
座
バ
イ
オ

デ
バ
イ
ス
工
学
分
野
西
澤
研
究
室
の
助
教
に
着

任
致
し
ま
し
た
、
照
月
大
悟
と
申
し
ま
す
。
優

れ
た
研
究
環
境
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
2
0
1
8
年
3
月
に
東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究
科
先
端
学
際
工
学
専
攻
に
て
博

士
（
工
学
）
を
取
得
し
た
後
、
同
年
4
月
よ
り

教
員
着
任
挨
拶

助
教
着
任
挨
拶

助
教
着
任
挨
拶

ら
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
背
景
か

ら
、
タ
ー
ビ
ン
内
で
の
ド
レ
ン
の
流
動
機
構
解

明
と
ド
レ
ン
排
出
機
構
の
最
適
化
を
目
指
し
た

研
究
を
行
い
ま
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
に
向
け
、
地
熱
タ
ー
ビ
ン
の
活
用
は
不

可
欠
で
す
が
、
未
だ
解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
課
題
解
決
に
向
け
て
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
持
続
可
能
な
社

会
形
成
を
目
指
す
上
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
関

連
研
究
を
成
熟
さ
せ
て
い
く
事
の
重
要
性
を
感

じ
ま
す
。
社
会
へ
の
実
装
を
念
頭
に
お
き
つ
つ

も
、
し
っ
か
り
と
基
礎
研
究
を
進
め
て
い
く
所

存
で
す
。
皆
様
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任

研
究
員
、
同
年
11
月
よ
り
特
任
助
教
と
し
て
勤

務
し
た
後
、
本
学
に
着
任
致
し
ま
し
た
。

主
要
な
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
、
昆
虫
の
優
れ

た
嗅
覚
機
能
を
機
械
・
電
気
部
品
と
融
合
し
た
、

バ
イ
オ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
匂
い
セ
ン
サ
・
匂
い
源

探
索
技
術
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
危
険
物
質
（
麻
薬
・
爆

発
物
等
）
の
検
出
等
を
目
的
と
し
て
、
環
境
中

の
匂
い
検
出
と
そ
の
発
生
源
を
探
索
す
る
技
術

へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

既
存
の
匂
い
検
出
技
術
は
、
そ
の
感
度
や
応
答

速
度
に
課
題
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
発
生
源
を

探
索
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

方
で
生
物
、
特
に
昆
虫
は
、
環
境
中
の
匂
い
分

子
を
高
感
度
か
つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
検
出
し
、

シ
ン
プ
ル
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
そ
の
発

生
源
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
こ
で
、

昆
虫
嗅
覚
を
模
倣
す
る
の
で
は
な
く
、
直
接
活

用
す
る
こ
と
が
、
既
存
の
セ
ン
サ
が
抱
え
る
課

題
を
乗
り
越
え
て
新
し
い
匂
い
検
出
技
術
の
構

築
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。
近
年
の
技
術

開
発
と
し
て
、
カ
イ
コ
ガ
の
触
角
を
小
型
ド

ロ
ー
ン
と
融
合
し
た
バ
イ
オ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ド

ロ
ー
ン
の
構
築
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

本
学
着
任
後
は
、
昆
虫
嗅
覚
の
活
用
に
と
ど

ま
ら
ず
、
よ
り
広
く
バ
イ
オ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

フ
ァ
イ
ン
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻

　
助
教

木
村

　
由
斉

2
0
2
1
年
5
月
1
日
付
で
フ
ァ
イ
ン
メ
カ

ニ
ク
ス
専
攻
ナ
ノ
メ
カ
ニ
ク
ス
講
座
材
料
シ
ス

テ
ム
評
価
学
分
野
の
助
教
に
着
任
致
し
ま
し

た
、
木
村
由
斉
と
申
し
ま
す
。
機
械
系
同
窓
会

ニ
ュ
ー
ス
に
て
ご
挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
地
元
大
阪
の
高
校
を
卒
業
後
、
神
戸

大
学
で
電
気
電
子
工
学
を
学
び
ま
し
た
。
神
戸

大
学
修
了
後
、
キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社
に
入
社
し
、

2
年
間
、
電
磁
波
（Electrom

agnetic Com
-

patibility

）
に
関
す
る
国
際
規
格
の
認
定
試
験

所
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
2 

0 

1 

7
年

か
ら
は
神
戸
大
学
に
戻
り
、
電
気
電
子
工
学
分

野
の
研
究
室
付
き
の
技
術
職
員
と
し
て
仕
事
を

し
て
お
り
ま
し
た
。
同
時
期
に
社
会
人
博
士
と

し
て
神
戸
大
学
へ
入
学
し
、
有
機
物
や
酸
化
物

の
半
導
体
を
用
い
た
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
な
ど
の
半

導
体
デ
バ
イ
ス
に
関
す
る
研
究
を
行
い
、

2 

0 

2 

0
年
に
博
士
号
を
取
得
い
た
し
ま
し

た
。東

北
大
学
着
任
後
は
、
微
細
ナ
ノ
構
造
を
有

す
る
半
導
体
を
利
用
し
た
新
規
セ
ン
サ
デ
バ
イ

ス
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。機
械
的
・

熱
的
に
応
力
を
加
え
る
こ
と
で
作
製
で
き
る
半

導
体
ナ
ノ
構
造
は
、
そ
の
条
件
に
よ
っ
て
nm
か

ら
mm
ま
で
大
き
さ
や
長
さ
な
ど
の
形
状
を
制
御

で
き
る
、
魅
力
的
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

特
徴
を
活
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
物
質
を
セ
ン
シ
ン

グ
可
能
な
セ
ン
サ
デ
バ
イ
ス
の
実
現
を
目
指

し
、
研
究
し
て
お
り
ま
す
。

研
究
者
と
し
て
、
健
康
・
安
全
な
社
会
の
実

現
に
貢
献
す
る
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
教
育
者
と
し
て
も
、
研
究
教
育

を
通
じ
て
学
生
が
自
発
的
・
学
際
的
に
成
長
で

き
る
よ
う
に
、
人
材
育
成
へ
の
貢
献
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

教
員
着
任
挨
拶

助
教
着
任
挨
拶
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教
員
着
任
挨
拶

ファインメカニクス専攻（多元物質科学研究所）　助教
梁　　暁宇　（Liang）

I am honored to be appointed as an assistant professor in Yashiro Laboratory, Institute of 
Multidisciplinary Research for Advanced Materials (IMRAM) in July 2021. I have been a gradu-
ate student of the Graduate School of Engineering, Tohoku University since 2014, and ob-
tained the doctoral degree in March 2019. And I was appointed as a post-doctor in the CREST 
project of “Development of Millisecond X-ray Tomography with Super Compressed Sensing” in 
April 2019.

Frontier quantum-beam metrology, the field of our laboratory, is aimed to advance quantum-
beam imaging technologies. We are rising to the challenge of developing new imaging tech-
niques in the 4D Spatio-temporal domain by exploiting high-energy quantum beams such as X-

rays, advanced micro-/nano- fabrication technologies, and data science technologies. Our imaging technologies will 
provide new insight into various irreversible and non-equilibrium systems in the material and life sciences. They 
will be expected to play a significant role in the development of new materials and micro-/nano-machine systems 
for the sustainable society, and the development of medical diagnostic equipment for leading to the early detection 
of lesions, and so on.

Last but not least, since I became an assistant professor, I have had many opportunities to learn from my seniors 
and professors in depth. I am fully conscious that learning is endless. I am looking forward to your continued guid-
ance and encouragement in the future.

助教着任挨拶

助教着任挨拶

医工学研究科　助教
Liu Siwei

My name is Siwei Liu, and I was adopted as an assistant professor in the Biological Na-
noscale Reactive Flow Laboratory (Sato Laboratory) at the Institute of Fluid Science (IFS) on 
Jan. 1, 2021. My research field is underwater plasma aiming at biological applications. It is my 
great pleasure to greet everyone and I wish all members of the alumni association good for-
tune and happy life.

I received my Ph. D. degree from Huazhong University of Science and Technology in China 
in Dec. 2020. My major is Electrical Engineering, which concerns the study, design, and appli-
cation of electric, electronic, and electromagnetic systems. I studied the fundamentals and the 
applications of underwater pulsed discharge. I concentrated on the underwater plasma flow 

and the shock wave. During my doctoral course, I successfully developed a compact shock wave generator that can 
be sent into 3 km underground and can perform permeability-enhancement for the oil reservoir. I believe it can 
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provide a potential approach to environmental-friendly oil recovery.
In 2019, I was selected upon a student exchange program to visit IFS. It was an excellent experience for me that 

could change my course of life. I met my supervisor at IFS and other researchers in Tohoku University, who are 
kind in life and energetic in research. I was kindly treated during my stay and I was inspired and encouraged to un-
dertake more advanced research. Then I have been adopted as an assistant professor at IFS since 2021. I wish I 
can continue to research for the interest of human welfare and I would like to adopt what I have learned to the im-
provement of society. 

I would like to express my sincere thanks again to all of you for your kind help and favorable support.

航空宇宙工学専攻　助教
Santra Shreya

Dear Alumni,

I would like to extend my greetings to you for the New Year! 
I am Shreya Santra, and I joined as a new Assistant Professor at Yoshida-Kuwahara Labora-

tory (Space Robotics Lab) from 1st October 2021. Our lab is based in Room 502 of Rare Metals 
(J02) building.

I completed my undergraduate in Electrical and Electronics Engineering at National Institute 
of Technology, India in my home country, followed by masters in Space Systems Engineering 

at the International Space University in France and Skolkovo Institute of Technology in Russia. I completed my doc-
toral studies in Aerospace Engineering at Tohoku University. 

I specialize in Swarm Robotics communication and navigation for planetary surface exploration. I have worked 
on the development and validation of communication networks between micro-rovers for path planning in lunar 
terrain. My PhD research was in collaboration with DLR Institute of Communication and Navigation. 

It is an honor for me to continue and contribute towards the research and educational activities at this university. 
I will do my best with a strong sense of responsibility to guide the students and earn their trust, as well as conduct 
useful research to bring positive impact in the society. In my journey, I am looking forward for an opportunity to 
work with the experts here and to learn as much as possible. I am interested in productive research discussions and 
collaboration with domestic and international research institutions, along with expanding the Tohokudai Alumni 
network.

Thank you for your cooperation and support. Wishing the best of health for you and your families.

助教着任挨拶

教
員
着
任
挨
拶
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航
空
宇
宙
工
学
専
攻

　
教
授

河
合

　
宗
司

令
和
3
年
3
月
末
を
も
っ
て
、
長
年
に
わ
た

り
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
や
機
械
系
、
工
学
研
究

科
の
発
展
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
航
空
宇

宙
工
学
専
攻
教
授
の
澤
田
惠
介
先
生
が
ご
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

澤
田
惠
介
先
生
は
、
昭
和
55
年
に
京
都
大
学

工
学
部
航
空
工
学
科
を
卒
業
し
、
昭
和
57
年
に

同
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
航
空
工
学
専
攻
修

士
課
程
を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
川
崎

重
工
業
株
式
会
社
に
入
社
さ
れ
、
平
成
2
年
に

東
北
大
学
流
体
科
学
研
究
所
助
手
に
着
任
さ

れ
、
平
成
5
年
に
東
北
大
学
よ
り
博
士
の
学
位

を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
に
同
大
学
工
学
部

機
械
航
空
工
学
科
助
教
授
に
着
任
さ
れ
、
平
成

10
年
に
同
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
に
昇

任
さ
れ
ま
し
た
。

澤
田
先
生
は
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
数
値
流

体
力
学
（
C
F
D
）
手
法
に
関
す
る
研
究
を
牽

引
し
、
幅
広
い
分
野
の
応
用
・
実
用
研
究
を
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。
C
F
D
研
究
の
黎
明
期

（
1
9
7
0
～
1
9
8
0
年
代
）
は
、
米
国
・

航
空
宇
宙
分
野
を
中
心
に
研
究
が
進
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
先
生
は
こ
れ
ま
で
困

難
で
あ
っ
た
航
空
機
全
機
「
飛
鳥
」
周
り
の
流

れ
場
解
析
を
世
界
で
初
め
て
実
現
さ
せ
、

C
F
D
の
実
用
化
と
い
う
新
た
な
展
開
を
確
立

し
ま
し
た
。
本
成
果
は
、
C
F
D
の
基
礎
研
究

か
ら
応
用
・
実
用
研
究
へ
の
展
開
と
い
う
功
績

の
み
な
ら
ず
、
当
時
世
界
最
速
で
初
期
の
国
産

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
有
効
性
を
国
内
外

に
示
し
、そ
の
後
の
航
空
宇
宙
技
術
研
究
所（
現　

J
A
X
A
）
の
数
値
風
洞
開
発
に
つ
な
が
る
、

日
本
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
開
発
に
お
い

て
も
極
め
て
意
義
深
い
研
究
成
果
と
な
り
ま
し

た
。
近
年
で
は
、
よ
り
高
精
度
な
解
析
を
可
能

と
す
る
高
次
精
度
非
構
造
格
子
法
に
関
す
る
研

究
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
航
空
宇
宙
分

野
で
進
歩
が
著
し
か
っ
た
数
値
計
算
手
法
を
宇

宙
物
理
学
研
究
に
も
展
開
さ
れ
、
半
接
触
連
星

系
の
コ
ン
パ
ク
ト
星
周
囲
に
発
達
す
る
降
着
円

盤
内
に
渦
状
衝
撃
波
が
発
生
す
る
こ
と
を
初
め

て
発
見
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
星
へ
の
質
量
降
着
プ

ロ
セ
ス
の
新
し
い
シ
ナ
リ
オ
を
提
示
し
て
い
ま

す
。
C
F
D
研
究
を
当
初
か
ら
広
く
捉
え
、
直

接
観
測
で
き
な
い
現
象
の
理
解
に
も
展
開
さ

せ
、
工
学
の
み
な
ら
ず
理
学
の
発
展
に
も
寄
与

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
大
気
圏
に
突
入
す
る
探

査
カ
プ
セ
ル
の
空
力
加
熱
と
熱
防
御
の
研
究
で

は
、
熱
分
解
ガ
ス
に
よ
る
乱
流
強
度
上
昇
を

C
F
D
で
適
切
に
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
金
星
大
気
圏
突
入
時
の
対
流
熱
流
束
増
加

や
、
木
星
大
気
圏
突
入
時
の
輻
射
熱
流
束
増
加

を
示
す
飛
行
デ
ー
タ
を
初
め
て
統
一
的
に
再
現

す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
本
研
究
成
果

は
、
小
惑
星
探
査
は
や
ぶ
さ
回
収
カ
プ
セ
ル
の

熱
防
御
シ
ス
テ
ム
や
空
気
力
学
設
計
に
も
展
開

さ
れ
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
30
倍
以
上
と
い

う
過
酷
な
空
力
加
熱
の
中
、
は
や
ぶ
さ
回
収
カ

プ
セ
ル
を
無
事
地
上
に
帰
還
さ
せ
る
こ
と
に
も

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
本
業
績
に
対
し
、
平

成
22
年
度
日
本
流
体
力
学
会
技
術
賞
を
共
同
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
外
の
公
的
活
動
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

28
年
度
ま
で
宇
宙
科
学
研
究
所
運
営
協
議
会
委

員
を
務
め
、
宇
宙
科
学
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
学
会
活
動
で
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
令
和
2
年
度
ま
で
航
空
機
計
算
空
気
力
学

研
究
の
振
興
を
目
指
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

A
erodynam

ics Prediction C
hallenge

の
実
行
委
員
会
代
表
を
務
め
、
平
成
28
年
度
に

は
日
本
航
空
宇
宙
学
会
第
48
期
会
長
を
務
め
る

な
ど
、
当
該
学
会
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
な

さ
い
ま
し
た
。

機
械
系
や
工
学
研
究
科
の
発
展
に
も
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
18
年
度
、
19
年
度

に
機
械
系
長
、
平
成
28
年
度
、
29
年
度
に
機
械

系
主
任
専
攻
長
を
務
め
ら
れ
、
平
成
30
年
度
、

令
和
元
年
度
に
は
工
学
研
究
科
副
研
究
科
長

（
総
務
担
当
）
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

澤
田
先
生
は
、
紳
士
的
で
気
さ
く
で
あ
り
、

ご
自
身
よ
り
も
他
者
の
利
益
を
優
先
さ
れ
る
人

柄
を
お
持
ち
で
、研
究
室
の
卒
業
生
を
は
じ
め
、

ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
深
く
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。
お

部
屋
に
伺
う
と
い
つ
も
ノ
ー
ト
P
C
に
向
か
わ

れ
プ
ロ
グ
ミ
ン
グ
や
計
算
、
流
れ
場
の
可
視
化

を
さ
れ
て
い
る
お
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
、
学

生
や
ス
タ
ッ
フ
は
そ
の
お
姿
か
ら
も
多
く
を
学

び
ま
し
た
。
研
究
室
を
巣
立
っ
た
多
数
の
卒
業

生
は
、
研
究
者
お
よ
び
技
術
者
と
な
り
、

J
A
X
A
や
産
業
界
が
進
め
る
航
空
機
開
発
や

宇
宙
開
発
を
支
え
て
い
ま
す
。基
礎
か
ら
応
用
、

さ
ら
に
は
実
用
ま
で
幅
広
く
研
究
を
展
開
す
る

先
生
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
、
卒
業
生
に
よ
り
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
先
生
の
ご

希
望
に
よ
り
最
終
講
義
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
先

生
の
長
年
の
ご
功
労
と
い
た
だ
い
た
多
く
の
暖

か
い
お
気
持
ち
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

澤
田
惠
介
教
授
の
ご
退
職
に
寄
せ
て

澤
田
惠
介
教
授
の
ご
退
職
に
寄
せ
て
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機
械
機
能
創
成
専
攻

　
准
教
授

水
谷

　
正
義

令
和
4
年
3
月
末
を
も
っ
て
、
機
械
機
能
創

成
専
攻
教
授
の
厨
川
常
元
先
生
が
定
年
退
職
を

迎
え
ら
れ
ま
す
。

厨
川
常
元
先
生
は
、
1
9
7
9
年
に
東
北
大

学
工
学
部
精
密
工
学
科
を
卒
業
し
、
1
9
8
1

年
に
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
精
密
工
学

専
攻
博
士
課
程
前
期
2
年
の
課
程
を
修
了
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
1
9
8
4
年
に
東
北
大
学

工
学
部
助
手
に
就
任
さ
れ
、
1
9
8
7
年
に
同

大
学
に
て
「
ク
リ
ー
プ
フ
ィ
ー
ド
研
削
に
関
す

る
研
究
」
で
工
学
博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
ま

し
た
。1
9
9
0
年
に
東
北
大
学
工
学
部
講
師
、

1
9
9
2
年
に
同
学
部
助
教
授
を
経
て
、

2
0
0
3
年
に
同
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教

授
に
就
任
さ
れ
、
生
産
・
加
工
分
野
の
発
展
に

ご
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

2
0
1
5
年
か
ら
は
東
北
大
学
未
来
科
学
技
術

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
（N

IC
H

e

）
教
授
を
併

任
さ
れ
、
2
0
1
7
年
か
ら
2
0
2
0
年
に

は
同
大
学
医
工
学
研
究
科
に
て
研
究
科
長
を
務

め
ら
れ
る
な
ど
、
同
分
野
の
社
会
実
装
や
医
歯

学
分
野
へ
の
展
開
を
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
1
9
9
1
年
か
ら
1
9
9
2
年
に
は

The U
niversity of C

onnecticut

に
て
、

2
0
0
3
年
に
はU

niversity of N
orth 

C
arolina at C

harlotte

に

てV
isiting 

Professor

を
併
任
さ
れ
、
同
分
野
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

厨
川
先
生
は
、
従
来
か
ら
の
機
械
加
工
を
礎

と
し
つ
つ
、
生
産
・
加
工
分
野
（
も
の
づ
く
り

分
野
）
に
新
た
な
可
能
性
を
創
出
す
る
視
点
か

ら
ナ
ノ
精
度
を
超
え
る
ピ
コ
精
度
加
工
を
提
唱

し
、
超
精
密
加
工
に
革
新
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を

も
た
ら
す
と
と
も
に
、
加
工
特
性
と
機
能
性
の

両
面
を
考
慮
し
た
M
4
プ
ロ
セ
ス 

（M
icro/

M
eso M

echanical M
anufacturing

）
と

呼
ば
れ
る
新
た
な
研
究
分
野
の
開
拓
と
そ
の
体

系
化
を
実
現
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
関
連

す
る
研
究
成
果
を
社
会
に
還
元
す
べ
く
産
学
連

携
に
も
取
り
組
み
、
主
宰
さ
れ
る
複
数
の
研
究

会
、
委
員
会
等
を
介
し
て
研
究
成
果
の
技
術
展

開
に
も
努
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
、

精
密
加
工
へ
の
適
用
が
難
し
い
と
さ
れ
る
パ
ウ

ダ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加
工
を
歯
科
治
療
な
ど
の
分
野

で
実
用
化
す
る
研
究
に
も
注
力
さ
れ
、
医
工
学

と
の
連
携
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

厨
川
先
生
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
業
績
に
よ

り
、
文
部
科
学
大
臣
賞
（
研
究
功
績
者
表
彰
）

（
2
0
0
3
年
）
や
第
10
回
産
学
官
連
携
功
労

者
表
彰 

科
学
技
術
政
策
大
臣
賞
（
2
0
1
2

年
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
学
会
賞
、
論
文
賞
、

研
究
業
績
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
日
本

機
械
学
会
フ
ェ
ロ
ー
、精
密
工
学
会
フ
ェ
ロ
ー
、

International Society for N
anom

anu-
facturing

フ
ェ
ロ
ー
、
国
際
砥
粒
加
工
技
術

者
会
議
（
I
C
A
T
）
創
設
メ
ン
バ
ー
な
ど
の

称
号
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
と

い
う
我
が
国
の
根
幹
を
支
え
る
研
究
分
野
に
お

い
て
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
産
学
連
携
を
含

め
た
強
力
な
研
究
推
進
力
に
基
づ
き
、
同
分
野

の
学
際
的
研
究
と
そ
の
社
会
実
装
に
多
大
な
る

貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

な
お
最
終
講
義
は
令
和
4
年
2
月
18
日

（
金
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
行
わ
れ
ま
す
。
厨
川

先
生
の
こ
れ
ま
で
の
ご
研
究
の
集
大
成
と
な
る

貴
重
な
ご
講
義
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

厨
川
常
元
教
授
最
終
講
義

堀
切
川
一
男
教
授
最
終
講
義

厨
川
常
元
教
授
最
終
講
義

堀
切
川
一
男
教
授
最
終
講
義

フ
ァ
イ
メ
カ
ニ
ク
ス
専
攻

　
准
教
授

山
口

　
　
健

令
和
4
年
3
月
末
を
も
っ
て
、
フ
ァ
イ
ン
メ

カ
ニ
ク
ス
専
攻
教
授
堀
切
川
一
男
先
生
が
定
年

退
職
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。

堀
切
川
先
生
は
、
1
9
7
9
年
3
月
に
東
北

大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
を
卒
業
さ
れ
、

1
9
8
4
年
3
月
に
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
機
械
工
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
3
年
の
課

程
を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
1
9
8
4

年
4
月
に
東
北
大
学
工
学
部
助
手
に
採
用
さ

れ
、
1
9
8
9
年
4
月
講
師
、
1
9
9
0
年
4

月
助
教
授
、
1
9
9
0
年
7
月
山
形
大
学
工
学

部
助
教
授
を
経
て
、
2
0
0
1
年
6
月
に
東
北

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
に
着
任
さ
れ
ま

し
た
。

堀
切
川
先
生
は
、
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
、
設
計

工
学
、
材
料
科
学
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
お
い

て
多
く
の
顕
著
な
研
究
実
績
を
上
げ
ら
れ
、
多

数
の
学
会
賞
を
受
賞
さ
れ
る
と
と
も
に
、
教
育

と
研
究
指
導
に
よ
り
多
く
の
研
究
者
及
び
技
術

者
を
養
成
さ
れ
ま
し
た
。「
摩
耗
形
態
図
の
構

築
に
よ
る
摩
耗
理
論
の
体
系
化
に
関
す
る
研

究
」で
は
、実
験
と
理
論
解
析
に
基
づ
い
て
様
々

な
摩
耗
形
態
図
を
構
築
し
、
摩
耗
理
論
の
体
系

化
に
成
功
さ
れ
ま
し
た
。「
工
学
と
は
、
科
学

を
人
間
社
会
に
役
立
た
せ
る
た
め
の
学
問
で
あ

る
。」
と
い
う
強
い
信
念
の
も
と
で
、「
植
物
を

原
料
と
す
る
高
機
能
・
多
機
能
炭
素
材
料
の
開

発
と
応
用
に
関
す
る
研
究
」
で
は
、
米
ぬ
か
を

原
料
と
す
る
世
界
初
の
工
業
材
料
R
B
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
を
開
発
さ
れ
、
そ
の
高
機
能
・
多
機

能
炭
素
材
料
と
し
て
の
性
質
を
解
明
す
る
と
と

も
に
、
47
件
も
の
製
品
実
用
化
に
成
功
さ
れ
ま
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し
た
。「
超
低
摩
擦
ボ
ブ
ス
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
の

開
発
」
で
は
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表

チ
ー
ム
に
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
も

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
堀
切
川
先
生
は
、
仙
台
市
地
域
連
携

フ
ェ
ロ
ー
、
福
島
県
地
域
産
業
復
興
・
創
生
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、大
崎
市
課
題
解
決
研
究
会
座
長
、

上
山
市
産
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
青
森
県
技

術
開
発
・
販
路
等
マ
ッ
チ
ン
グ
件
数
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
担
当
、
に
次
々
と
就
任
さ
れ
、
御
用

聞
き
型
企
業
訪
問
を
基
軸
と
す
る
独
自
の
地
域

産
学
官
連
携
ス
タ
イ
ル
「
堀
切
川
モ
デ
ル
」
を

構
築
・
実
践
さ
れ
、
2
8
0
件
以
上
も
の
製
品

開
発
に
成
功
さ
れ
ま
し
た
。「
堀
切
川
モ
デ
ル
」

は
、
学
会
、
マ
ス
コ
ミ
、
国
会
、
内
閣
府
総
理

大
臣
官
邸
S
N
S
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
我

が
国
の
地
域
産
学
官
連
携
政
策
の
基
盤
モ
デ
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
上
の
業
績
に
対
し
て
、

堀
切
川
先
生
は
、
文
部
科
学
大
臣
賞
科
学
技
術

振
興
功
績
者
表
彰
、
産
学
官
連
携
功
労
者
表
彰

内
閣
府
科
学
技
術
政
策
担
当
大
臣
賞
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
大
賞
文
部
科
学

大
臣
賞
、
産
学
官
連
携
功
労
者
表
彰
科
学
技
術

政
策
担
当
大
臣
賞
（
地
方
創
生
賞
）、
河
北
文

化
賞
な
ど
多
数
の
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
堀
切
川
先
生
は
、
全
国
知
事
会
地

方
自
治
先
進
政
策
セ
ン
タ
ー
・
頭
脳
セ
ン
タ
ー

専
門
委
員
、
宮
城
県
行
政
評
価
委
員
長
、
仙
台

市
産
業
振
興
事
業
団
理
事
な
ど
多
数
の
兼
業
職

を
歴
任
さ
れ
、
地
域
産
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

る
と
と
も
に
、
文
部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会

大
学
分
科
会
大
学
院
部
会
専
門
委
員
と
し
て
、

我
が
国
の
大
学
院
教
育
の
政
策
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
加
え
て
、
日
本
機
械
学
会
フ
ェ
ロ
ー
、

日
本
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
学
会
理
事
、
日
本
設
計

工
学
会
東
北
支
部
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
多
く

の
学
会
の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
終
講
義
は
令
和
4
年
2
月
18
日

（
金
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
社
会
に
役
立
つ
夢

を
み
つ
け
ま
せ
ん
か
？
～
教
員
生
活
38
年
、
研

究
室
を
受
け
持
っ
て
32
年
、
産
学
官
連
携
活
動

26
年
～
」
と
題
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
堀
切
川
先

生
の
教
育
・
研
究
の
集
大
成
と
な
る
貴
重
な
ご

講
演
と
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

術
の
研
究
に
お
い
て
は
、
相
似
則
を
活
用
し
た

高
温
ジ
ェ
ッ
ト
の
模
擬
を
行
い
そ
の
有
効
性
を

示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
機
能
性
分
子
の
光
化

学
反
応
過
程
を
利
用
し
て
、
熱
や
流
体
の
流
れ

場
を
光
学
画
像
と
し
て
計
測
す
る
感
圧
塗
料
や

感
温
塗
料
と
呼
ば
れ
る
新
概
念
の
熱
流
体
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
の
開
発
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
で
は
、
マ
イ
ク
ロ
秒
以
下
の
超
高
速

現
象
を
捉
え
る
感
圧
塗
料
や
極
低
温
で
温
度
分

布
を
計
測
す
る
感
温
塗
料
な
ど
を
世
界
に
先
駆

け
て
開
発
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
分
野
の
国
際

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、

動
的
相
似
則
に
基
づ
く
流
体
実
験
の
新
分
野
開

拓
の
一
環
と
し
て
、
火
星
大
気
中
の
物
体
ま
わ

り
の
流
れ
場
を
模
擬
す
る
世
界
で
唯
一
の
「
火

星
大
気
風
洞
」
を
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
風

洞
を
用
い
て
低
レ
イ
ノ
ル
ズ
数
、
高
マ
ッ
ハ
数

に
お
け
る
翼
ま
わ
り
流
れ
を
解
明
し
、
世
界
基

準
と
な
る
実
験
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、 

J
A
X
A
や
N
A
S
A
の
飛
行
型
火

星
探
査
機
の
開
発
計
画
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
他
に
次
世
代
動
的
風
洞
実
験
の
基

盤
構
築
と
非
線
形
飛
行
力
学
に
関
す
る
研
究
、 

磁
力
支
持
天
秤
装
置
の
制
御
と
計
測
技
術
に
関

す
る
研
究
、
非
定
常
空
力
設
計
の
た
め
の
統
合

的
可
視
化
ツ
ー
ル
の
研
究
な
ど
を
精
力
的
に
進

め
ら
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
と
き
に
は
流
体
工

学
・
航
空
宇
宙
工
学
の
分
野
の
枠
を
越
え
、
国

内
外
の
幅
広
い
分
野
の
研
究
者
と
共
に
学
際
的

研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
間
を
通
じ

て
教
育
と
指
導
に
よ
り
多
数
の
研
究
者
お
よ
び

技
術
者
の
養
成
に
尽
く
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

以
上
の
研
究
業
績
に
対
し
て
平
成
28
年
度
科

学
技
術
分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
（
科
学
技

術
賞
研
究
部
門
）
を
始
め
と
す
る
業
績
賞
や
国

内
外
の
多
数
の
論
文
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま

す
。

堀
切
川
一
男
教
授
最
終
講
義

浅
井
圭
介
教
授
最
終
講
義

航
空
宇
宙
工
学
専
攻

　
准
教
授

野
々
村

　
拓

令
和
4
年
3
月
末
日
を
も
っ
て
、
航
空
宇
宙

工
学
専
攻
の
浅
井
圭
介
先
生
が
定
年
退
職
を
迎

え
ら
れ
ま
す
。

浅
井
先
生
は
、
昭
和
55
年
京
都
大
学
工
学
部

航
空
工
学
科
を
卒
業
し
、
科
学
技
術
庁
航
空
宇

宙
技
術
研
究
所
（
現
在
の
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
J
A
X
A
）
航
空
技
術
部
門
）
に
入
所

後
、
空
気
力
学
の
研
究
者
と
し
て
23
年
間
勤
務

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
昭
和
63
年
か
ら
平
成

元
年
に
か
け
て
、
米
国
航
空
宇
宙
局

（
N
A
S
A
）
の
ラ
ン
グ
レ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー

に
科
学
技
術
庁
長
期
在
外
研
究
員
と
し
て
滞
在

さ
れ
、
平
成
7
年
に
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科
よ
り
博
士
（
工
学
）
の
学
位
を
取
得
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
15
年
に
、
東
北
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
航
空
宇
宙
工
学
専
攻
の
教

授
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

浅
井
先
生
は
一
貫
し
て
空
気
力
学
、
特
に
風

洞
実
験
を
中
心
と
す
る
実
験
空
気
力
学
の
研
究

に
従
事
し
、
先
進
的
な
風
洞
実
験
・
計
測
技
術

の
分
野
に
お
い
て
、
世
界
に
先
駆
け
る
多
大
な

研
究
成
果
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
低
温
風
洞
を

用
い
た
高
温
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技

浅
井
圭
介
教
授
最
終
講
義
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ま
た
、
学
外
の
公
的
活
動
で
は
、
J
A
X
A

や
N
E
D
O
の
委
員
会
活
動
を
通
じ
て
、
航
空

宇
宙
工
学
・
産
業
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
学
会
活
動
に
つ
い
て
は
、（
社
）
日
本
航

空
宇
宙
学
会
（
空
気
力
学
部
門
委
員
長
、
北
部

支
部
長
）な
ど
国
内
学
会
に
お
け
る
活
動
の
他
、

米
国
航
空
宇
宙
学
会
（
技
術
委
員
会
委
員
）、

I
A
S
F
国
際
パ
ネ
ル
委
員
な
ど
、
国
際
的
な

活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
空
気
力
学

お
よ
び
先
進
的
計
測
技
術
に
関
す
る
学
術
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
最
終
講
義
は
令
和
4
年
2
月
18
日

（
金
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
そ
し
て
、
と
に
か

く
飛
行
機
へ
の
情
熱
」と
題
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

浅
井
先
生
の
ご
研
究
の
集
大
成
と
な
る
貴
重
な

ご
講
演
と
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

浅
井
圭
介
教
授
最
終
講
義
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コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
皆
さ
ん
元
気
に
過
ご
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
私
た
ち
は
今
年
多

く
が
67
、68
歳
を
迎
え
る
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、

十
分
健
康
に
注
意
し
な
が
ら
、
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
昨
年
1
月
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
続
報
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2
0
2
1
年
12
月
18
日
に
17
回
目
の

Z
O
O
M
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
を
し
ま
し
た
。

初
回
が
、
2
0
2
0
年
7
月
25
日
（
土
）
で
、

2
0
2
0
年
は
5
回
開
催
。
そ
の
後
、
2
0
2
1

年
も
毎
月
土
曜
日
の
夜
に
店
開
き
し
て
い
る
居

酒
屋
で
す
。
毎
回
5
～
8
人
く
ら
い
の
参
加
者

を
得
て
、
和
気
あ
い
あ
い
や
っ
て
い
ま
す
。
気

軽
な
こ
じ
ん
ま
り
し
た
会
で
す
が
、
結
構
長
く

続
い
て
い
ま
す
。

広
島
県
か
ら
宮
城
県
ま
で
、
全
国
各
地
か
ら

の
参
加
者
で
す
の
で
、
季
節
の
話
題
も
豊
か
で

す
。
近
況
を
話
し
し
た
り
、
自
宅
近
く
の
景
勝

地
や
身
近
な
出
来
事
の
紹
介
写
真
も
毎
回
楽
し

み
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
で
の
レ
ポ
ー
ト

の
た
め
に
、
夫
人
と
一
緒
に
ド
ラ
イ
ブ
し
て
写

真
取
材
し
て
く
れ
る
仲
間
も
い
て
、
参
加
者
が

楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
夫
婦
円
満
の
き
っ
か
け

作
り
に
も
役
立
っ
て
い
そ
う
で
す
。
昨
年
は
、

埼
玉
県
の
血
洗
島
レ
ポ
ー
ト
や
常
陸
海
浜
公
園

の
美
し
い
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
丘
な
ど
、
旬
の
話
題

の
写
真
や
ビ
デ
オ
動
画
も
楽
し
め
ま
し
た
。

恒
例
の
ギ
タ
ー
演
奏
で
飲
む
酒
も
な
か
な
か

の
も
の
で
す
。
地
元
秋
田
の
銘
酒
紹
介
や
旨
い

同
期
会
報
告

同
期
会
報
告

写真 1　2021 年 12 月の第 17 回 Zoom オンライン飲み会（S53 ミニ同窓会）の様子

写真 2　恒例のギター演奏を聴きながら、美味しいお酒を。

写真３　秋田の銘酒の紹介もあり！！早く一緒に飲みたい！

も
の
紹
介
も
沢
山
あ
り
、「
春
に
な
っ
た
ら
、

ま
た
、
温
泉
旅
行
に
行
こ
う
」
と
い
う
こ
と
で

年
明
け
に
は
具
体
的
な
計
画
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
も
徐
々
に
あ
る
の

で
、
毎
月
の
会
話
も
少
し
ず
つ
、
年
齢
相
応
の

話
題
も
出
始
め
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
良
い
情

報
交
換
、
意
見
交
換
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
時
間
が
あ
っ
た
ら
参
加
、
遅
刻
早
退

O
K
、
2
時
間
き
っ
か
り
で
終
了
を
も
っ
と
う

に
続
け
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
も
い
か
が
で
す

か
？　

結
構
面
白
い
で
す
よ
。

石
塚

　
達
郎

（
機
械
工
学
科
53
年
卒
）

公
益
財
団
法
人

　
日
立
財
団

機
械
五
十
三
年
卒
オ
ン
ラ
イ
ン
同
期
会
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こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
以
前
か
ら
メ
イ
リ
ン
グ

リ
ス
ト
を
整
備
し
た
り
、
年
賀
状
の
や
り
取
り

な
ど
を
し
て
、
36
名
ほ
ど
の
メ
イ
ル
ア
ド
レ
ス

を
把
握
し
て
い
た
お
か
げ
で
す
。
メ
イ
ル
ア
ド

レ
ス
は
現
在G

oogle G
roup

で
管
理
し
て

い
ま
す
。
参
加
者
（
敬
称
略
）
は
、
山
本
、
吉

田
、
拝
司
、
結
城
、
正
立
、
鏡
、
村
井
、
赤
松
、

若
林
、
本
橋
、
村
上
、
浦
田
、
福
島
、
米
田
、

荒
田
の
15
名
で
す
。
ま
ず
は
8
年
ぶ
り
（
も
し

く
は
40
年
ぶ
り
）
に
近
況
に
つ
い
て
一
人
ず
つ

話
し
て
も
ら
い
、
こ
の
40
年
で
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
経
験
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
現

在
、
還
暦
を
迎
え
た
者
、
会
社
を
定
年
退
職
し

て
悠
々
自
適
の
者
ま
た
再
雇
用
さ
れ
た
者
、
大

病
を
患
っ
た
者
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
仕
事
し
て
い

る
者
と
様
々
で
し
た
が
、
基
本
的
に
外
見
や
性

格
は
あ
ま
り
変
っ
て
い
な
い
と
い
う
印
象
で
し

た
。
1
次
会
は
21
時
に
終
了
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
22
時
か
ら
、
山
本
、
鏡
、
村
井
、
村
上
の

4
名
で
、24
時
ま
で
2
次
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

途
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
が
フ
リ
ー
ズ
し
た
り
す
る

ト
ラ
ブ
ル
は
散
発
し
ま
し
た
が
、
無
事
、
オ
ン

ラ
イ
ン
同
期
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
た
ら
ば
気
楽
に
開
催
で

き
ま
す
の
で
、ま
た
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
本

　
　
悟

（
機
械
工
学
科
59
年
卒
）

い
る
同
期
に
は
年
賀
状
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の

情
報
を
記
し
、
知
り
合
い
に
展
開
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ま
た
、
年
賀
状
を
送
っ
て
い
な
い
同

期
に
は
、
同
窓
会
の
事
務
局
か
ら
連
絡
先
を
教

え
て
も
ら
い
、
連
絡
し
て
み
ま
し
た
。

こ
の
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
の
添
え
状
（
払
込
取

扱
票
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
用
紙
）
に
明
記
し
て

お
り
ま
す
よ
う
に
、
機
械
系
同
窓
会
の
活
動
と

し
て

■
同
期
会
開
催
の
支
援
、
研
究
室
見
学
支
援

同
期
会
開
催
に
あ
た
り
、
名
簿
の
提
供
、
仙

台
で
開
催
す
る
際
の
研
究
室
見
学
の
手
配
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
同
期
会
を
考
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、
是
非
、
事
務
局
に
お
声
が

け
い
た
だ
け
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。

第
一
回
目
は
、十
六
名
が
参
加
し
て
く
れ
て
、

近
況
を
報
告
し
合
い
ま
し
た
。
午
後
六
時
開
始

と
し
た
の
で
、
勤
務
先
か
ら
参
加
し
た
人
、
帰

宅
途
中
の
車
中
か
ら
参
加
し
た
人
、
自
宅
か
ら

参
加
し
た
人
（
在
宅
勤
務
も
含
む
）
な
ど
様
々

で
し
た
。

第
二
回
目
は
、
約
二
ヶ
月
後
の
三
月
十
日

（
水
）
に
開
催
し
ま
し
た
。
第
一
回
目
が
午
後

六
時
開
始
だ
っ
た
た
め
に
、
も
う
少
し
遅
い
時

間
帯
の
ほ
う
が
参
加
し
や
す
い
、
と
の
お
声
を

い
た
だ
い
た
の
で
、
午
後
八
時
開
始
で
行
い
ま

し
た
。

ち
ょ
う
ど
、大
学
評
価
の
一
つ
で
あ
る「
Q
S

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
のQ

S G
lobal 

Em
ployer Survey

を
同
期
に
依
頼
し
て
い

た
の
で
、
そ
の
内
容
な
ど
も
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
同
窓
会
誌
第
25
号
の
78
頁
に
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
学
は
Q
S
ラ
ン
キ

ン
グ
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
Q
S
社
は
各
大
学

の
教
育
研
究
活
動
を
評
価
す
る
た
め
に
、毎
年
、

世
界
各
国
の
研
究
者
・
企
業
在
籍
者
に
ア
ン

令
和
3
年
3
月
27
日
（
土
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
11
月

に
秋
保
温
泉
岩
沼
屋
で
開
催
し
て
以
来
の
同
期

会
で
す
。
あ
い
に
く
、C

ovid-19
の
影
響
で

対
面
で
の
開
催
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
や
飲
み
会
な
ど
が
普
及
し

て
き
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
機
械
系
同
窓
会
が

提
供
し
て
い
る
W
e
b
e
x
を
お
借
り
し
て
、

試
験
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
同
期
会
を
開
催
し
て
み

ま
し
た
。G

oogle Form
s

で
呼
び
か
け
て
日

程
調
整
し
た
と
こ
ろ
、
簡
単
に
参
加
者
を
募
る

コ
ロ
ナ
禍
の
折
で
す
が
、
皆
さ
ん
が
オ
ン
ラ

イ
ン
に
慣
れ
て
き
た
頃
で
あ
り
、
ま
た
、
小
職

が
代
表
幹
事
を
務
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
同
期
会
を
開
催
し
て
み
ま
し
た
。

一
回
目
を
令
和
三
年
一
月
六
日
（
水
）
に
設

定
し
ま
し
た
の
で
、
年
賀
状
を
や
り
取
り
し
て

機
械
六
十
一
年
卒
オ
ン
ラ
イ
ン
同
期
会

機
械
五
十
九
年
卒
オ
ン
ラ
イ
ン
同
期
会
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総
会
・
特
別
講
演
会
の
ご
案
内

ケ
ー
ト
を
送
り
、
そ
れ
を
集
計
し
て
世
界
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

Q
S
社
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
る
研
究
者
・
企

業
在
籍
者
は
、
本
学
か
ら
Q
S
社
に
推
薦
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
本
学
か
ら
Q
S
社
に
送

付
す
る
リ
ス
ト
は
毎
年
、
更
新
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
研
究
者
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
知
り

合
い
を
推
薦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
問
題

あ
り
ま
せ
ん
が
、
企
業
の
方
の
リ
ス
ト
作
成
に

は
ち
ょ
っ
と
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

同
期
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
、
と
い
う
次
第
で

す
。こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、

2
0
2
2
年
分
の
リ
ス
ト
作
成
は
終
了
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
毎
年
、
新
た
な
リ
ス
ト

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
い
て
は
、

本
学
の
世
界
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
の
た
め
に
、

本
件
に
つ
い
て
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
に
は
是

非
と
も
御
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
詳
細
は
同
窓
会
誌
第
25
号
の
78
頁
に
記
載

し
て
お
り
ま
す
。

話
が
横
道
に
逸
れ
ま
し
た
が
、
第
三
回
目
は

六
月
十
日
（
木
）
に
午
後
八
時
開
始
で
開
催
し

ま
し
た
。い
ず
れ
も
平
日
に
開
催
し
ま
し
た
が
、

休
前
日
や
休
日
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
お
り
ま
す
の
は
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
が
急
拡
大
し
て
い
る
最
中
で
す
。
先

行
き
が
見
通
せ
ま
せ
ん
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。  

祖
山

　
　
均

（
機
械
工
学
科
61
年
卒
）

東
北
大
学

第 26期（令和 3年度）東北大学機械系同窓会通常総会・特別講演会のご案内
　拝　啓　新春の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　東北大学機械系同窓会の活動に対しては日頃よりご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　この度 第 26 期（令和 3 年度）通常総会ならびに特別講演会を下記要領にて開催（予定）いたしますので、
皆様お誘い合わせの上ご参加下さいますよう御案内申し上げます。
　なお、COVID-19 の状況により予定を変更する場合がございますので、予めご了承ください。

敬　具
記

日　時：2022 年 5 月 14 日（土）
会　場 : 東北大学工学部中央棟 2 階大会議室

（青葉山東キャンパスのセンタースクエア内）
〒 980-8579 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-04
次　第：14 : 00-14 : 30　総会
　　　　14 : 40-15 : 40　特別講演会
　　　　　　題目 : 新しい価値の創造に向けた、機械工学のアプローチ
　　　　　　講師 : 榊　純一 氏（機械 53 年卒）
　　　　　　　　  秋田大学　電動化システム共同研究センター長、元（株）I H I
　　　　16 : 00-17 : 30　交流会（会場　青葉記念会館 3 階）
　　　　　　参加費：5,000 円
連絡先：東北大学機械系同窓会事務局　武井康子（月・金 9 : 30 ～ 17 : 30、水 9 : 30 ～ 16 : 30）
　　　　Tel/Fax：022-795-6926
　　　　E-mai：alumni.mech@grp.tohoku.ac.jp
　　　　http://alumni.mech.tohoku.ac.jp/
●特別講演会講演要旨につきましては、同封の総会のご案内をご覧ください。
　※出欠の連絡を同封の葉書にて、2022 年 3 月 31 日（木）までにご返信下さい。
　※参加費は当日お支払いいただくか同封の振込用紙にてお振込み下さい。
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27 号の表紙　年末の積雪と中央棟前の歩道

■同窓会事務局
月・金　9：30～17：30　水　9：30～16：30
Tel/FAX：022-795-6926
E-mail：alumni.mech@grp.tohoku.ac.jp

編集後記
　同窓会ニュース 27 号をお送りします。表紙の写真は、年の瀬に東北地方に訪れた年
越し寒波による積雪後の中央棟前になります。研究・教育活動に邁進する教職員・学生
が積雪や低温、新型コロナウイルスに屈せず凍てつく歩道を往来し、地を露わにしたか
と思うと胸が熱くなり写真に収めた一枚です。
　最後になりましたが、原稿執筆にご協力いただきました皆様に厚く御礼申し上げます。

会費納入方法
■　郵便局（ATM）での会費納入
　同封のバーコード無の払込取扱票を使用ください。年会費（複数年）及び総会参加費の納
入が可能です。
■　コンビニエンスストアでの会費納入
　年会費 1 年分のみには、バーコード付きの払込取扱票を用いてコンビニエンスストアにて
ご納入ください。なお、記載されている金額の修正をされますとコンビニエンスストアでの
取り扱いがきませんのでご注意ください。
■　オンラインでの会費納入　
　下記の同窓会ホームページより、クレジットカードによる会費納入が可能です。

　　　　　　　　　　 東北大学機械系同窓会ホームページ　
　　　　　　　　　　 http://alumni.mech.tohoku.ac.jp/　 

■　ネットバンキングでの会費納入
　ゆうちょ銀行や他行からのネットバンキングにおいて下記口座より、会費納入が可能です。
誠に申し訳ありませんが振込手数料はご負担いただきたくよろしくお願いいたします。
　ゆうちょ銀行　229 店　当座 0011176

　皆様からご納入いただきました会費は、下記の同窓会活動に役立てております。
　●総会、各種講演会の開催
　●同窓会誌の発行（年 1 回）、ニュースレターの発行（年 1 回）と送付
　●同期会開催の支援、研究室見学の支援
　●在学生への各種支援
　●在学生との交流促進
　今後とも、会費納入にご協力くださいますようお願いいたします。

◎ニュースの原稿を募集しています。
　同期会報告、受賞などをご投稿して下さい。400 字詰

め原稿用紙約 1 ～ 2 枚程度、記念写真一葉と一緒に郵
送ください。電子データ ( メール、CD 等 ) でお送り
頂けると助かります。

　( 送り先 ) 〒980-8579　
　仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-01
　東北大学工学部　機械知能・航空工学科内
　東北大学機械系同窓会事務局 
　Tel/Fax 022-795-6926
　E-mail : alumni.mech@grp.tohoku.ac.jp

◎ 住所変更の場合、新住所をお知らせ下さい。
◎ 同期会の開催を支援します
　同期会等の開催を支援致します。開催計画がお決まり

になりましたら機械系同窓会事務局までご相談下さい。
　研究室見学をご希望、ご案内状の送付等できる限りの

お手伝いをいたします。
◎ 機械系同窓会の会員数・・・現在 15,770 名
　年会費・・・・・・・・・・2,000 円
　事務局業務日時：
　月・金 9：30 ～ 17：30、水 9：30 ～ 16：30
　FAX・メールは随時受け付け可能です。

事 務 局 便 り

学生支援に 
関するご報告

機械系同窓会では、現役
学 生 に 対 し 以 下 の 支 援 を
行っております。

・ 工明会運動会における機
械系 4 専攻及び流体研の
5 つの院生会

・ 機械系女子学生交流会
・ 大学院生主催謝恩祝賀会
また、機械系卒業生との

交流会として機械系オープ
ンフェスティバルを開催し
ております。

この場をお借りし、現役
学生に対する多大なるご支
援に対し会員の皆様に厚く
御礼申し上げます。


